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第
ラ
章

死
者
祭
記
空
間
の
地
域
的
構
造
|
|
華
南
珠
江
デ
ル
タ
の
過
去
と
現
在
|
|
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片
山

岡。

は
じ
め
に
|
|
死
者
祭
記
と
そ
の
諸
空
間

祖
先
祭
記
と
死
者
祭
記

の
ち

『
孟
子
』
の
「
離
婁
(
上
)
」
に
「
不
孝
に
三
あ
り
。
後
な
き
を
大
と
な
す
」
と
あ
る
。
「
後
」
と
は
、
跡
継
ぎ
の
男
性
子
孫
を
指

す
。
「
不
孝
」
と
は
、
両
親
だ
け
で
な
く
、
祖
父
母
以
上
の
祖
先
に
対
す
る
不
孝
も
含
ん
で
い
る
。
訳
出
す
れ
ば
、
嫁
を
喪
ら
ず
跡

継
ぎ
の
男
児
を
設
け
な
い
で
、
祖
先
に
対
す
る
祭
記
を
断
絶
さ
せ
る
こ
と
は
、
不
孝
の
な
か
で
も
最
大
の
不
孝
で
あ
る
、
と
な
る
。

こ
れ
は
漢
族
父
系
社
会
を
特
色
づ
け
る
骨
牝
昨
死
後
観
、
と
く
に
祖
先
の
性
格
を
表
し
て
い
航
。
平
た
く
言
え
ば
、
死
者
は
死

後
も
こ
の
世
の
ど
こ
か
で
生
活
し
て
い
る
。
死
後
の
生
活
に
も
衣
食
住
が
必
要
で
、
そ
れ
ら
を
供
物
と
し
て
死
者
に
日
常
的
に
送
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
命
日
等
の
特
定
の
日
に
招
魂
再
生
の
儀
式
を
お
こ
な
う
と
、
死
者
は
再
生
し
て
家
族
と
再
会
で
き
る
。

供
物
供
給
と
再
生
儀
式
の
二
つ
の
祭
杷
を
挙
行
で
き
る
の
は
、
存
命
す
る
特
定
の
人
び
と
で
あ
る
。
特
定
の
人
び
と
が
生
存
し
て
い

な
い
と
、
供
物
が
断
た
れ
て
死
者
は
生
活
で
き
ず
、
再
生
も
で
き
な
い
。
こ
こ
で
特
定
の
人
び
と
と
は
、
基
本
的
に
は
死
者
の
男
系
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子
孫
か
上
、
小
そ
の
正
妻
で
あ
ぶ
)
。
つ
ま
り
祖
先
と
は
、
死
者
の
う
ち
、
右
の
二
つ
の
祭
杷
(
以
下
、
こ
の
二
つ
を
祖
先
祭
記
の
具
体
的

行
為
と
考
え
る
)
が
男
系
子
孫
お
よ
び
そ
の
正
妻
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
る
者
を
指
す
。
そ
し
て
、
死
者
が
祖
先
の
地
位
を
獲
得
し
て

継
続
さ
せ
る
に
は
、
跡
継
ぎ
の
男
系
子
孫
を
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
死
者
祭
杷
一
般
は
、
祭
記
さ
れ
る
者
(
死
者
)
と
祭
杷
す
る
者
(
生
者
)
と
が
存
在
し
て
始
め
て
成
立
す
る
(
図
1
)
。

祖
先
祭
記
を
含
め
て
、
死
者
祭
記
を
分
析
す
る
に
は
、
こ
の
二
つ
を
弁
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
右
の
「
後
な
き
」
と
い
う

事
態
は
、
祭
記
す
る
者
(
生
者
)
の
断
絶
に
よ
っ
て
、
祖
先
祭
杷
が
成
立
し
な
く
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
祖
先
祭
杷
は
、
た
し

か
に
伝
統
的
漢
族
社
会
に
お
け
る
最
も
基
本
的
な
死
者
祭
杷
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
の
漢
族
社
会
で
実
践
さ
れ
て
い
る
死
者
祭
杷

は
祖
先
祭
把
の
み
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
後
な
き
」
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
、
祖
先
祭
杷
は
提
供
さ
れ

な
く
な
っ
て
も
、
他
の
祭
杷
が
こ
の
死
者
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

基
本
課
題
と
用
語

本
稿
は
、
華
南
珠
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
地
域
社
会
の
空
間
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
地

域
社
会
の
諸
空
間
を
、
実
際
に
死
者
祭
把
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
と
そ
の
役
割
と
に
応
じ
て
分
類
し
、
大
ま
か
な
見
取
り
図
を
提
示
す

る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
そ
の
際
、
死
者
祭
杷
が
お
こ
な
わ
れ
る
空
間
と
し
て
は
、
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
る
墳
墓
と
位
臓
が
安
置
さ

れ
る
祭
壇
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
本
稿
は
後
者
の
み
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。
つ
ま
り
本
稿
中
の
「
死
者
祭
杷
」
は
、
主
に
位
牌
に

対
す
る
祭
杷
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

さ
て
前
述
の
よ
う
に
、
漢
族
の
伝
統
的
死
者
祭
把
に
お
け
る
基
本
は
祖
先
祭
把
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
主
と
し
て
各
家
庭
の

祭
壇
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
本
稿
が
最
終
的
に
考
察
し
た
い
の
は
、
家
庭
の
祭
壇
以
外
の
場
で
お
こ
な
わ
れ
る
死
者
祭
把
で
あ
る
。
し

か
し
死
者
祭
杷
全
体
を
見
て
い
く
に
は
、
家
庭
の
祭
壇
に
お
け
る
祖
先
祭
記
が
い
か
な
る
死
者
と
生
者
と
の
間
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
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か
、
換
言
す
れ
ば
、
い
か
な
る
死
者
や
生
者
が
そ
こ
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
以
下
ま
ず
、
家
庭
の
祭
壇
を
場
と
す
る
祖
先
祭
杷
を
対
象
に
、
本
稿
で
用
い
る
用
語
を
定
義
し
つ
つ
、
一
般
的
に
理
解
さ
れ

て
い
る
儒
教
理
念
に
即
し
て
死
者
と
生
者
と
を
各
々
分
類
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
珠
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
実
際
の
死
者
祭
杷
諸
空
間

に
つ
い
て
、
考
察
を
開
始
す
る
前
の
段
階
で
の
整
理
を
提
示
し
た
い
。

死
者
の
位
牌
が
家
庭
の
祭
壇
に
置
か
れ
、
そ
こ
で
祖
先
祭
杷
を
受
け
る
資
格
を
「
被
祭
杷
資
格
」
と
呼
ぴ
、
そ
し
て
、
こ
の
資
格

を
も
っ
死
者
を
「
被
祭
杷
有
資
格
者
」
、
も
た
な
い
死
者
を
「
被
祭
把
無
資
格
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
儒
教
の
理
念
に
よ
れ
ば
、

成
人
男
性
と
そ
の
正
妻
が
被
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
り
、
未
成
人
男
性
と
未
婚
女
性
は
被
祭
杷
無
資
格
者
で
あ
る
(
図
2
)
。

つ
ぎ
に
、
死
者
の
位
牌
を
自
分
が
住
む
家
庭
の
祭
壇
に
置
き
、
そ
れ
に
祭
把
を
提
供
す
る
資
格
を
「
祭
杷
資
格
」
と
呼
ぴ
、
そ
し

て
、
こ
の
資
格
を
も
っ
生
者
を
「
祭
杷
有
資
格
者
」
、
も
た
な
い
生
者
を
「
祭
杷
無
資
格
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
理
念
的
に
は
、

あ
る
死
者
の
男
系
子
孫
お
よ
び
そ
の
正
妻
が
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
り
、
未
婚
女
性
は
祭
杷
無
資
格
者
で
あ
る
(
図
2
)
。

以
上
を
性
の
面
か
ら
整
理
す
る
な
ら
、
男
性
(
嫡
長
男
の
み
な
ら
ず
、
庶
出
を
含
む
す
べ
て
の
男
性
)
は
、
出
生
時
か
ら
両
親
等
の

男
系
祖
先
と
そ
の
正
妻
を
祭
杷
す
る
資
格
を
も
ち
、
成
人
す
る
と
、
そ
の
後
に
男
系
子
孫
と
そ
の
正
妻
か
ら
の
祭
把
を
受
け
る
こ
と

が
予
定
さ
れ
る
。

一
方
、
女
性
は
婚
姻
に
よ
っ
て
始
め
て
、
夫
の
男
系
祖
先
と
そ
の
正
妻
を
祭
記
す
る
資
格
を
も
ち
、
ま
た
、
そ
の

後
に
男
系
子
孫
お
よ
び
そ
の
正
妻
か
ら
の
祭
杷
を
受
け
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
る
。
女
性
は
生
家
の
家
族
と
の
聞
に
、
祭
杷
の
関
係
も

被
祭
杷
の
関
係
も
も
た
な
い
、
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
家
庭
の
祭
壇
で
祖
先
祭
杷
が
成
立
す
る
に
は
、
あ
る
死
者
が
被
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
り
、
か
っ
そ
の
死
者
に
対
す
る

祭
杷
有
資
格
者
が
一
人
以
上
生
存
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
被
祭
杷
有
資
格
者
の
う
ち
、
こ
の
状
態
に
あ
る
者
(
す
な
わ
ち

祖
先
)
を
「
祭
杷
有
資
格
者
が
存
命
す
る
死
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
他
方
、
あ
る
死
者
が
被
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
っ
て
も
、
祭

杷
有
資
格
者
が
一
人
も
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
祖
先
祭
杷
は
成
立
し
な
い
。
前
述
の
『
孟
子
』
に
お
け
る
「
後
な
き
」
は
、
ま
さ
に
こ
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の
事
態
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
被
祭
記
有
資
格
者
の
う
ち
、
こ
の
状
態
に
あ
る
(
な
る
)
者
を
「
祭
把
有
資
格
者
が
断
絶

し
た
(
す
る
)
死
者
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
(
図
2
)
。
ま
た
被
祭
杷
無
資
格
者
は
、
そ
れ
に
対
す
る
祭
杷
有
資
格
者
自
体
が
存
在
し

な
い
か
ら
、
家
庭
の
祭
壇
で
の
祖
先
祭
杷
は
始
め
か
ら
成
立
し
な
い
。

つ
ま
り
、
家
庭
の
祭
壇
に
お
け
る
祖
先
祭
杷
は
、
図
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
図
2
の
「
祭
杷
有
資
格
者
が
存
命
す
る
死
者
」
(
〉
'

Z)
と
祭
杷
有
資
格
者
(
切
ム
)
の
聞
で
の
み
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
家
庭
の
祭
壇
に
お
い
て
祖
先
祭
杷
が
成
立
し
な
い
事
態
を
死

者
に
即
し
て
ま
と
め
る
な
ら
、
死
者
が
被
祭
把
無
資
格

者
(
〉
'
N
)

で
あ
る
場
合
と
、
死
者
が
「
祭
杷
有
資
格

者
が
断
絶
し
た
死
者
」
(
〉
↑
σ)
で
あ
る
場
合
と
に
分

け
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
二
つ
の
事
態
に
お
け
る
死
者
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者領受等物供者死

第5章

死者祭把の一般的形態

A.死者
A-l.被祭秘有資格者(成人男性とその正妻)

A-1-a.祭記有資格者 (B-1)が存命する死者

A-1-b.祭記有資格者 (B・1)が断絶した死者

A-2.被祭記無資格者(未成人男性と未婚女性)
• 

図1

B.生者

B-l.祭記有資格者(男系子孫とその正妻)

B-2.祭把無資格者(未婚女性)
口

祖先祭杷をめぐる死者と生者の分類図2

死者 (A-1-a)・←口 (B心生者
供物提供・再生儀式

を
ま
と
め
て
呼
ぶ
時
に
は
、
便
宜
的
に
「
後
な
き
も
の

等
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

家庭の祭壇における祖先祭把

さ
て
伝
統
的
漢
族
社
会
で
は
、
「
祭
杷
有
資
格
者
が

断
絶
し
た
死
者
」
に
対
し
、
祭
把
有
資
格
者
を
確
保
す

る
救
済
策
と
し
て
養
子
制
度
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当

事
者
の
男
性
が
所
属
す
る
同
族
内
か
ら
一
世
代
下
の
男

子
を
養
子
に
取
る
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
養
子
を
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
「
祭
杷
有
資

格
者
が
断
絶
し
た
死
者
」
は
つ
ね
に
存
在
す
る
。

ま
た
養
子
を
取
る
時
期
は
当
事
者
の
死
亡
後
す
ぐ
と

111 
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は
限
ら
な
い
と
い
況
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
に
養
子
が
決
ま
る
(
あ
る
い
は
決
ま
ら
な
い
)
ま
で
の
期
間
、
被
祭
杷
有
資
格
者
に

対
す
る
祭
把
を
絶
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
父
母
等
が
も
し
存
命
し
て
い
れ
ば
、
実
際
に
は
父
母
等
が
H

祭
記
す
る
H

と
思

わ
れ
る
(
二
お
よ
び
注
担
参
照
)
。
父
母
が
男
性
子
孫
お
よ
び
そ
の
妻
に
対
す
る
正
規
の
祭
記
資
格
を
も
つ
か
否
か
に
関
し
て
は
、
理

念
的
理
解
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
り
、
実
態
面
の
資
料
も
僅
少
で
あ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
は
付
随
的
に
言
及
す
る

112 

に
と
ど
め
た
い
。

祖
先
祭
杷
が
お
こ
な
わ
れ
る
基
本
空
間
は
、
祭
記
有
資
格
者
が
最
低
一
人
以
上
住
む
家
庭
の
祭
壇
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
家
庭
空
間
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
そ
の
場
合
、
未
婚
女
性
の
み
が
住
む
家
屋
空
間
は
、
家
庭
空
間
の
範
障
に
入
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

同
一
の
家
庭
空
間
で
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
か
つ
て
生
活
し
て
い
た
夫
婦
、
実
の
親
と
子
女
、
実
の
兄
弟
姉
妹
、
時
に

実
の
祖
父
母
と
孫
(
男
女
と
も
)
等
々
の
関
係
に
あ
る
者
を
指
し
て
「
肉
親
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

死
者
祭
杷
の
諸
空
間
と
し
て
は
、
第
一
に
家
庭
空
間
H

家
庭
の
祭
壇
(
日
本
の
仏
壇
に
相
当
)
が
あ
る
。
祭
壇
は
珠
江
デ
ル
タ
で

は
「
神
台
」
と
呼
ば
れ
る
。
神
台
に
は
、
供
物
台
・
線
香
立
て
と
と
も
に
、
内
神
(
祖
先
の
位
牌
。
各
世
代
の
祖
先
を
一
つ
に
ま
と
め

た
一
枚
位
牌
が
多
い
)
と
外
神
(
観
音
等
の
人
格
神
の
神
像
。
日
本
の
仏
壇
の
仏
像
に
相
当
)
が
杷
ら
れ
て
い
る
。
神
台
の
下
に
は
「
地

主
神
」
(
珠
江
デ
ル
タ
の
家
屋
に
必
ず
あ
る
非
人
格
神
)
が
あ
る
。

第
二
に
宗
族
の
嗣
堂
(
正
確
に
は
祖
廟
)
が
あ
る
。
嗣
堂
は
、
宗
族
組
織
あ
る
い
は
そ
の
支
派
が
特
定
の
祖
先
夫
婦
の
位
牌
を
置

き
、
共
同
で
祭
記
す
る
た
め
の
建
物
で
あ
る
(
三
参
照
)
。
以
上
、
第
一
・
二
は
儒
教
が
認
め
て
い
る
死
者
祭
杷
空
間
で
あ
る
。

第
三
に
神
廟
・
尼
寺
等
が
あ
る
。
こ
こ
に
さ
ま
ざ
ま
な
姓
の
未
婚
女
性
の
位
牌
が
置
か
れ
る
(
一
参
照
)
。

第
四
に
姑
婆
屋
が
あ
る
。
こ
こ
に
一
で
後
述
す
る
自
流
女
の
位
牌
が
置
か
れ
る
。
神
廟
・
尼
寺
等
と
の
違
い
と
し
て
、
生
前
も
自

杭
女
が
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
点
が
あ
る
。
以
上
、
第
一

i
第
四
は
屋
内
空
間
で
あ
る
。

第
五
に
屋
外
空
聞
が
あ
る
。
地
域
社
会
外
部
か
ら
の
流
れ
者
、
本
地
で
成
長
し
た
が
肉
親
が
ま
っ
た
く
い
な
く
な
っ
た
者
等
の
天
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涯
孤
独
の
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
外
地
で
死
ん
だ
り
、
水
死
し
た
り
し
て
遺
体
が
な
い
場
合
、
位
牌
は
作
ら
れ
ず
、
供
物

も
日
常
的
に
は
供
給
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
孤
魂
・
幽
鬼
は
時
に
地
域
社
会
に
害
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
孤
魂
・
幽
鬼
に

施
衣
施
食
し
て
鎮
魂
し
た
り
、
あ
る
い
は
鎮
圧
し
た
り
す
る
た
め
に
、
毎
年
旧
暦
七
月
中
元
の
こ
ろ
に
、
宗
教
的
職
能
者
(
僧
侶
・

道
士
等
)
を
招
い
て
「
建
醸
」
を
始
め
と
す
る
地
域
社
会
全
体
の
祭
把
儀
礼
が
お
こ
な
わ
れ
航
。
以
上
、
第
三
j
五
は
儒
教
が
認
め

て
い
な
い
死
者
祭
杷
空
間
で
あ
る
。

第
五
の
屋
外
空
間
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
依
拠
す
る
こ
と
に
し
、
本
稿
は
第
一

1
第
四
の
屋
内
空
間
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第

一
・
三
・
四
に
つ
い
て
は
、
香
港
を
含
む
珠
江
デ
ル
タ
や
台
湾
、
江
南
デ
ル
タ
を
対
象
と
し
た
先
行
研
究
が
あ
る
の
で
、

江
デ
ル
タ
を
中
心
に
こ
れ
ら
研
究
を
整
理
し
、
本
稿
の
具
体
的
課
題
・
方
針
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一
で
は
珠

先
行
研
究
の
整
理
と
具
体
的
課
題
・
方
針

先
行
研
究
の
整
理

ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
・
人
類
学
者
が
ジ
エ
ン
ダ
l
研
究
の
一
環
と
し
て
、
女
性
に
焦
点

を
当
て
た
精
力
的
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。
と
く
に
一
九
世
紀
後
半

1
二
O
世
紀
前
半
に
、
養
蚕
・
製
糸
業
が
興
隆
し
た
順
徳
県

(
現
在
の
順
徳
市
)
全
域
と
そ
の
隣
の
南
海
・
番
問
・
中
山
の
諸
県
の
一
部
と
を
含
む
地
域
(
以
下
「
当
地
域
」
と
呼
ぶ
)
に
関
し
て
は
、

「
自
続
女
」
と
い
う
特
異
な
女
性
の
存
在
形
態
や
女
性
の
婚
姻
拒
否
運
動
が
考
察
さ
れ
る
中
で
、
女
性
の
死
者
祭
杷
の
問
題
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
自
杭
女
と
は
、
儀
式
を
お
こ
な
い
、
結
婚
せ
ず
終
生
独
身
を
誓
約
し
た
女
性
を
指
す
。
本
稿
の
考
察
対

象
も
ほ
ぼ
当
地
域
で
あ
る
の
で
、
先
行
研
究
を
死
者
祭
記
の
実
態
に
即
し
て
整
理
し
よ
う
。

香
港
を
含
む
珠
江
デ
ル
タ
を
対
象
に
、
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当
地
域
の
婚
姻
拒
否
運
動
に
本
格
的
照
明
を
当
て
た
の
は
ト
プ
レ
イ

3
8
-弓
)
で
あ
る
が
、
そ
の
研
究
に
は
死
者
祭
把
と
関
連



さ
せ
た
言
及
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
と
く
に
紹
介
し
な
い
(
注
9
参
照
コ
ス
ト
ッ
カ

l
ド

(ωgnEE)
は
、
当
地
域
の
慣
習
的
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婚
姻
形
態
と
し
て
、
自
身
が
「
移
転
遅
延
婚
」
門
在
宅
包
可
自
由
向
。
円
日
向
江
田
君
と
命
名
す
る
も
の
を
措
定
す
る
。
こ
れ
は
、
女
性

側
(
花
嫁
)
が
婚
姻
後
の
約
三
年
間
を
生
家
な
い
し
生
家
の
あ
る
村
に
居
住
し
、
そ
の
後
、
第
一
子
の
妊
娠
を
機
会
に
夫
家
に
居
住

し
始
め
、
以
降
は
夫
家
で
実
質
的
結
婚
生
活
を
送
る
形
態
で
あ
る
。
こ
の
形
態
は
、
儒
教
的
な
正
統
的
婚
姻

B
色
白
日
常
江
町
長
。
、

す
な
わ
ち
婚
姻
後
た
だ
ち
に
夫
家
に
居
住
し
、
正
妻
の
地
位
を
え
て
出
産
・
育
児
等
の
家
事
を
担
う
形
態
に
比
べ
て
、
夫
家
居
住
の

開
始
が
数
年
遅
れ
る
点
の
み
異
な
る
が
、
そ
の
他
の
点
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
形
態
そ
の
も
の
に
は
婚
姻
拒
否
の
性
格
は

な
い
と
す
る
。

さ
て
当
地
域
で
は
、
女
性
は
結
婚
し
て
始
め
て
成
人
と
し
て
社
会
的
に
扱
わ
れ
る
と
い
う
。
死
者
祭
杷
に
即
す
な
ら
ば
、
結
婚
し

た
女
性
(
正
妻
)
は
夫
家
を
死
に
場
所
お
よ
び
位
牌
安
置
場
所
と
し
、
夫
家
で
祖
先
祭
把
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
「
未

婚
の
艇
」
は
、
生
家
の
母
屋
を
死
に
場
所
や
位
牌
安
置
場
所
に
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
母
屋
か
ら
離
れ
た
物
置
小
屋
や

空
き
家
、
あ
る
い
は
村
は
ず
れ
の
車
公
廟
、
仙
娘
廟
、
方
便
所
続
を
死
に
場
所
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

た
だ
し
自
枕
女
に
た
い
し
て
は
、
「
未
婚
の
娘
」
「
婚
出
し
た
娘
」
「
息
子
」
の
三
様
の
社
会
的
扱
い
が
あ
り
、
し
か
も
村
ご
と
、

家
庭
ご
と
、
さ
ら
に
場
面
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
い
う
。
ス
ト
ツ
カ

l
ド
が
収
集
し
た
死
者
祭
杷
に
関
す
る
口
碑
資
料
を
整
理

す
る
と
、
生
前
に
お
け
る
生
家
居
住
は
、
こ
れ
を
許
容
す
る
事
例
が
卓
越
す
る
。
生
家
を
死
に
場
所
と
す
る
こ
と
は
、
自
杭
女
を

「
息
子
」
扱
い
し
て
許
容
す
る
七
村
を
除
き
、
「
未
婚
の
娘
」
扱
い
し
て
禁
止
す
る
事
例
が
支
配
的
で
あ
る
。
生
家
を
位
牌
の
安
置
場

所
と
す
る
こ
と
は
、
禁
止
事
例
が
さ
ら
に
圧
倒
す
る
、
と
な
る
。
な
お
右
の
七
村
の
う
ち
、
位
牌
安
置
に
つ
い
て
も
「
息
子

8
5」

扱
凶
)
が
貫
徹
し
て
い
る
村
と
し
て
、
ス
ト
ッ
カ

l
ド
は
中
山
県
小
樟
の
巧
島
阿
国
さ
を
あ
げ
る
。
だ
が
、
提
供
資
料

(
ω
g
n
E
E一

切
∞
品
)
を
読
む
と
、
居
住
場
所
と
死
に
場
所
は
生
家
で
あ
る
が
、
位
牌
の
安
置
場
所
は
生
家
で
は
な
く
、
生
家
一
族
の
嗣
堂
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
現
時
点
で
は
、
自
硫
女
の
位
牌
を
生
家
に
安
置
す
る
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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ス
ト
ッ
カ

l
ド
を
含
む
先
行
研
究
が
見
出
し
た
、
自
杭
女
を
含
む
未
婚
女
性
の
位
牌
を
安
置
で
き
る
場
所
と
し
て
、

尼
寺
や
先
天
大
道
の
「
莱
藍
」
、
あ
る
い
は
亙
女
の
家
屋
や
擬
制
「
姉
妹
」
の
家
屋
(
後
述
の
姑
婆
屋
で
あ
ろ
う
)
を
紹
介
し
て
い
る

(
巧
忠

g
R
℃
・
皆
)
。
こ
の
よ
う
に
自
杭
女
や
未
婚
女
性
に
は
、
死
に
場
所
、
位
牌
安
置
場
所
、
そ
し
て
死
者
祭
把
(
以
下
「
死
者
祭
杷

等
」
と
呼
ぶ
)
の
確
保
に
お
け
る
困
難
が
あ
る
。

ワ
ト
ソ
ン
は
、

さ
て
ス
ト
ッ
カ
l
ド
は
、
移
転
遅
延
婚
へ
の
抵
抗
形
態
と
し
て
三
類
型
を
あ
げ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
三
類
型
の
い
ず
れ

も
が
、
女
性
の
死
者
祭
杷
等
の
確
保
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
第
一
類
型
を
ス
ト
ッ
カ

l
ド
は
「
代
償
婚
」

g
B胃
E
住
吉
田
向
包
括
ゆ
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
女
性
側
が
夫
家
と
交
渉
し
、
移
転
遅
延
婚
に
お
け
る
婚
姻
当
初
の
生
家
居
住
期
間

を
、
老
後
あ
る
い
は
死
期
ま
で
延
長
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
代
償
に
、
女
性
側
は
出
産
・
育
児
や
家
事
を
担
う
「
第
二
夫
人
」

2
8
E
R可
4
1問
。
を
夫
家
に
提
供
す
る
べ
く
、
「
綜
航
可
)
の
購
入
費
用
を
負
担
す
る
。
つ
ま
り
、
女
性
側
は
夫
家
に
お
け
る
実
質
的

婚
姻
生
活
を
ほ
と
ん
ど
送
ら
な
い
が
、
離
婚
し
た
り
、
婚
姻
を
拒
否
し
た
り
は
し
な
い
。
そ
れ
は
、
正
妻
と
し
て
死
者
祭
把
等
を
確

保
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

第
二
類
型
を
ス
ト
ッ
カ
l
ド
は
「
花
嫁
主
導
の
冥
婚
」

σ巳
己
中
区
民
主
包
呂
町
一
円

g
Rユ
認
め
と
呼
ぶ
。
冥
婚
と
は
、
死
者
と
存
命

者
、
も
し
く
は
死
者
ど
う
し
の
婚
姻
を
い
う
。
死
者
の
多
く
は
天
折
し
た
者
で
あ
る
。
こ
の
類
型
は
、
自
杭
女
等
の
女
性
が
死
亡
し

た
男
性
と
冥
婚
す
る
こ
と
で
、
実
質
的
婚
姻
生
活
を
送
ら
ず
、
し
か
も
夫
家
へ
の
代
償
費
を
負
担
せ
ず
に
、
正
妻
と
し
て
死
者
祭
杷

等
を
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
日
。

こ
の
冥
婚
は
、
夫
家
に
と
っ
て
も
、
死
亡
し
た
男
性
(
未
成
人
で
死
亡
と
思
わ
れ
る
)
の
養
子
と
し
て
同
族
内
か
ら
男
子
を
取
る
こ

と
を
可
能
に
し
、
夫
家
の
家
庭
財
産
を
保
持
で
き
る
利
点
が
あ
る
。
た
だ
し
、
裕
福
な
夫
家
に
は
同
族
内
か
ら
養
子
が
来
る
が
、
貧

乏
な
夫
家
に
は
養
子
が
来
な
い
。
そ
れ
は
貧
困
家
庭
で
は
相
続
で
き
る
財
産
が
少
な
く
、
利
点
が
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の

指
摘
は
、
貧
し
い
夫
婦
が
男
性
子
孫
を
授
か
ら
な
い
場
合
、
養
子
を
取
れ
ず
に
、
祭
把
有
資
格
者
が
断
絶
す
る
可
能
性
が
大
き
い
こ
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と
を
示
唆
す
る
。

第
三
類
型
は
姑
婆
屋
型
自
椛
女
で
、
こ
れ
は
、
収
入
の
多
い
自
杭
女
が
数
人
共
同
で
家
屋
を
購
入
し
て
居
住
す
る
形
態
で
あ
る
。

こ
の
家
屋
は
姑
婆
屋
と
呼
ば
れ
、
こ
こ
が
自
硫
女
の
生
前
の
居
住
場
所
、
死
に
場
所
、
位
牌
安
置
場
所
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
冥
婚

を
含
め
、
婚
姻
の
必
要
が
な
い
。
同
居
す
る
自
椛
女
は
擬
制
「
姉
妹
」
で
あ
り
、
余
裕
が
あ
れ
ば
、
老
後
の
世
話
や
死
後
の
「
位
牌

の
面
倒
を
見
て
も
ら
り
」
た
め
に
妹
仔
を
購
入
し
て
「
養
女
」
に
す
る
者
も
い
る
と
い
う
。
以
上
に
ま
と
め
た
ス
ト
ッ
カ

I
ド
の

研
究
に
は
未
解
明
の
点
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
段
で
ま
と
め
て
述
べ
よ
う
。

珠
江
デ
ル
タ
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。
李
亦
園
は
今
日
の
台
湾
の
冥
婚
に
つ
い
て
、
天
折
し
た
男
児
の
事

例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
、
天
折
し
た
女
児
の
事
慨
が
多
い
理
由
を
考
察
し
た
。

台
湾
で
は
、
天
折
し
た
男
児
に
た
い
し
て
は
、
冥
婚
を
お
こ
な
う
こ
と
な
く
、
父
母
等
の
肉
親
が
生
家
一
族
内
の
男
性
を
養
子
と

し
て
取
り
、
そ
の
夫
折
男
児
の
跡
継
ぎ
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
夫
折
男
児
は
生
家
に
お
け
る
祖
先
と
し
て
の
社
会
的
地

位
を
得
て
、
そ
の
位
牌
は
生
家
の
祭
壇
に
置
か
れ
て
祭
杷
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
つ
ま
り
未
成
人
男
性
が
、
被
祭
杷
有

資
格
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
天
折
し
た
女
児
は
、
台
湾
で
も
、
被
祭
記
無
資
格
者
で
あ
り
、
そ
の
位
牌
を

生
家
に
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
、
位
牌
を
神
廟
や
尼
寺
に
置
く
方
法
も
あ
る
が
、
こ
の
方
法
で
は
、
祖
先
と
し
て
の
社

会
的
地
位
を
女
児
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
冥
婚
を
お
こ
な
う
方
法
も
存
在
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
方
法
は
夫

家
に
位
牌
を
置
い
て
祭
記
を
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
夫
折
し
た
男
児
が
養
子
取
得
に
よ
っ
て
得
る
祖
先
と
し
て
の
社
会
的
地
位

を
、
女
児
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
(
李
二
八
一
一
八
二
頁
)
。

以
上
、
親
族
集
団
内
に
お
け
る
社
会
的
地
位
を
付
与
す
る
家
庭
空
間
と
そ
れ
を
付
与
し
な
い
神
廟
・
尼
寺
と
の
相
違
、
お
よ
び
社

会
的
地
位
を
得
た
い
と
い
う
女
児
の
願
望
と
女
児
に
そ
れ
を
与
え
た
い
と
い
う
肉
親
の
願
望
、
こ
の
二
点
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
は
、

漢
族
の
死
者
祭
杷
を
実
態
的
に
考
え
る
う
え
で
有
用
で
あ
る
。
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死者祭杷空間の地域的構造一一華南珠江タルタの過去と現在一一

東
美
晴
は
、
儒
教
的
家
族
観
は
女
性
を
生
家
で
祖
先
祭
記
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
、
未
婚
女
性
や
離
婚
女
性

の
た
め
の
死
者
祭
杷
場
所
が
地
域
ご
と
に
多
様
に
確
保
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
態
を
地
域
ご
と
に
検
討
す
る
必
要
を
主
張
す
る
。
そ

し
て
一
九
八
八
年
以
降
の
江
南
デ
ル
タ
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
か
ら
、
一
九
三

0
1
四
0
年
代
の
上
海
市
青
浦
県
の

農
民
家
庭
に
お
け
る
死
者
祭
杷
の
実
態
を
考
察
し
、
第
一
に
、
農
民
は
祖
先
す
べ
て
で
は
な
く
、
「
当
家
」
(
家
長
の
男
性
)
の
両
親

を
念
頭
に
お
い
て
祭
記
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
天
折
し
た
息
子
・
娘
・
姉
妹
の
位
牌
も
家
庭
の
祭
壇
に
置
い
て
祭
記
し
て
い
た

こ
と
、
以
上
の
事
実
を
抽
出
し
た
(
東
一
九
五
|
九
六
頁
)
。

第
一
点
は
、
祭
杷
す
る
側
の
意
識
に
照
明
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
存
命
し
て
い
る
子
孫
、
と
く
に
家
長
に
と
っ
て
両
親
は
、
祖

先
の
中
で
も
直
接
的
接
触
が
あ
り
、
か
つ
日
常
生
活
を
一
緒
に
送
っ
た
者
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
と
く
に
「
肉
親
の
情
」
を
抱
く

対
象
で
あ
る
。
表
面
的
に
は
祖
先
一
般
に
対
す
る
祭
杷
と
見
え
る
儀
礼
が
、
じ
つ
は
「
肉
親
の
情
」
が
働
く
対
象
で
あ
る
両
親
に
対

す
る
祭
杷
に
支
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
珠
江
デ
ル
タ
や
台
湾
に
関
す
る
実
態
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
き
た
事
実

と
異
な
る
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
天
折
し
た
息
子
・
娘
・
姉
妹
の
位
牌
を
家
庭
空
間
に
置
く
こ
と
が
、
江
南
デ
ル
タ

農
村
に
お
け
る
長
く
続
い
た
慣
習
な
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
る
時
点
か
ら
採
ら
れ
た
現
実
的
救
済
策
な
の
か
は
未
詳
で
あ
お
。
い
ず

れ
で
あ
れ
、
当
時
の
青
浦
県
農
村
は
、
理
念
的
に
は
被
祭
把
無
資
格
者
と
見
な
さ
れ
る
者
の
位
牌
を
、
肉
親
が
生
家
に
置
い
て
H

祭

杷
し
H

て
お
り
、
珠
江
デ
ル
タ
に
比
べ
て
、
神
廟
・
尼
寺
等
の
非
家
庭
空
間
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
構
造
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

具
体
的
課
題
と
方
針

以
上
、
死
者
祭
杷
の
実
態
に
つ
い
て
、
女
性
の
死
に
場
所
や
位
牌
安
置
場
所
に
焦
点
を
置
い
た
多
く
の
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
残
さ
れ
た
課
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

第5章
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珠
江
デ
ル
タ
の
死
者
祭
杷
諸
空
間
に
即
す
な
ら
ば
、
第
一
の
家
庭
空
間
に
つ
い
て
は
、
理
念
に
お
い
て
も
男
性
が
つ
ね
に
被
祭
租



有
資
格
者
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
被
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
っ
て
も
、
祭
杷
有
資
格
者
が
断
絶
す
る
こ
と
も
あ
る
点
に
鑑

み
る
な
ら
ば
、
男
性
を
含
め
た
被
祭
把
資
格
と
祭
杷
資
格
を
、
実
態
に
即
し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
(
二
参
照
)
。

第
二
の
洞
堂
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
特
定
の
祖
先
夫
婦
以
外
の
位
牌
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
位
牌
の
す
べ
て
が
祖
先
と

し
て
の
被
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
る
か
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
ス
ト
ッ
カ

l
ド
が
紹
介
し
た
中
山
県
の
当
包
『

国
き
に
お
け
る
「
息
子
」
扱
い
さ
れ
た
自
椛
女
の
事
例
に
つ
い
て
、
問
題
が
二
点
あ
る
。
こ
の
事
例
は
「
息
子
」
、
つ
ま
り
男
性
の

位
牌
を
生
家
に
置
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
洞
堂
に
置
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
生
家
に
そ
の
位

牌
を
置
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
男
性
と
は
ど
ん
な
男
性
か
、
②
死
者
祭
杷
に
お
い
て
、
嗣
堂
空
間
は
家
庭
空
間
と
異
な
る
役
割

を
も
つ
か
、
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
(
三
参
照
)
。

第
三
の
神
廟
・
尼
寺
等
に
つ
い
て
は
、
家
庭
空
間
と
の
対
比
で
考
察
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
機
能
と
し
て
は
、
位
牌
の
安
置
場
所

ま
で
の
考
察
に
止
ま
り
、
誰
が
そ
こ
で
祭
杷
を
お
こ
な
う
か
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

第
四
の
姑
婆
屋
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ
カ

l
ド
が
考
察
し
て
い
な
い
次
の
二
点
が
あ
る
。
姑
婆
屋
は
自
枕
女
の
位
牌
を
安
置
で
き

る
屋
内
空
間
で
あ
る
。
こ
の
点
は
神
廟
・
尼
寺
等
と
共
通
す
る
。
し
か
し
姑
婆
屋
は
、
白
杭
女
が
生
前
に
居
住
す
る
屋
内
空
間
で
も

あ
る
。
こ
の
点
は
神
廟
・
尼
寺
等
と
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
家
庭
空
間
お
よ
び
神
廟
・
尼
寺
等
と
対
比
し
て
、
姑
婆
屋
の
社
会

的
性
格
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
姑
婆
屋
は
自
硫
女
に
位
牌
安
置
場
所
を
提
供
す
る
が
、
そ
の
こ
と
自
体
は
、
同
居
す
る

「
姉
妹
」
や
「
養
女
」
と
い
う
擬
制
「
家
族
」
が
、
死
亡
し
た
自
杭
女
を
祭
記
す
る
こ
と
ま
で
は
意
味
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

②
姑
婆
屋
に
お
け
る
祭
記
者
が
誰
で
あ
る
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
(
二
参
照
)
。
ま
た
各
空
間
の
役
割
を
、
第
五
の
屋
外
空
間

を
も
視
野
に
入
れ
て
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
祭
記
有
資
格
者
が
断
絶
し
た
死
者
」
を
祭
記
す
る
空
間
は
、
管
見
で

は
従
来
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
じ
め
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

以
下
、
二
で
は
筆
者
の
実
地
見
聞
に
も
と
づ
き
、
「
改
革
開
放
」
政
策
以
降
の
一
九
人

0
年
代
に
、
広
東
省
順
徳
市
龍
江
鎮
に
お
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い
て
復
活
し
た
死
者
祭
杷
の
施
設
を
紹
介
し
、
併
せ
て
龍
江
鎮
に
お
け
る
現
在
の
死
者
祭
記
の
実
態
を
、
過
去
も
見
据
え
な
が
ら
紹

介
・
分
析
す
る
。
三
で
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り
、
宗
族
の
嗣
堂
が
も
っ
死
者
祭
杷
空
間
と
し
て
の
役
割
の

一
面
を
文
字
史
料
か
ら

考
察
し
、
家
庭
空
間
と
の
異
同
を
考
え
る
。
「
お
わ
り
に
」

け
る
死
者
祭
把
の
空
間
的
構
造
を
初
歩
的
に
提
示
す
る
。

で
は
、
本
稿
の
考
察
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
珠
江
デ
ル
タ
農
村
社
会
に
お

死者祭紀空間の地域的構造一一華南珠江デルタの過去と現在

現
在
!
|
伝
統
的
死
者
祭
記
の
継
続
と
施
設
の
復
活

第5章

写真1 百姓公婆洞 (右の入口}と相公廟(左の入

口)の建物 1998年12月20日撮影

撮影日は相公誕生日の前日で、左側に供物台、建物手前

に紙銭等を燃やした跡がある。

1998年12月20日撮影

死
者
祭
肥
施
設
の
復
活

最
初
に
、
順
徳
市
龍
江
鎮
に
お
い
て
偶

目
し
た
二
個
所
の
施
設
の
概
略
を
紹
介
し

ょ
う
。
ま
ず
百
姓
公
婆
嗣
が
、
龍
江
鎮
世

埠
村
民
委
員
会
の
管
轄
域
(
清
代
の
龍
江
郷
。

百姓公婆嗣入口の扇額

郷
は
複
数
集
落
の
民
間
人
為
的
集
合
体
)
に

所
在
す
る
。
初
見
は

一
九
九
八
年

一
二
月

で
、
九
九
年
四
月
に
も
確
認
し
て
い
る
。

一
棟
二
間
の
家
屋

(
写
真
1
)

の
う
ち
、

左
の
入
口
か
ら
続
く
一
聞
は
相
公
廟
(
別

写真2

で
、
右
の
入
口
か
ら
続
く

名
金
順
侯
廟
)
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聞
が
百
姓
公
婆
嗣
で
あ
る
(
写
真
2
)
0



サ
4

写真3 百姓公婆嗣の内部正面にある大

きな位牌(1) 1998年12月20日搬影

位牌の手前が焼香台。その下に「地主神」

写真4 百姓公婆洞の内部正面にある大

きなf立I車(2) 1999年4月2日t最影
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百
姓
公
婆
洞
の
中
に
入
る
と
、
正
面
に
大
き
な
位
牌
(
写
真
3
・
4
)
が
あ
る
。
そ
の
中
央
に
赤
地
に
金
字
で
「
百
姓
先
霊
之
神

位
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「百
姓
」

と
は
さ
ま
ざ
ま
な
姓
と
い
う
意
味
で
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
姓
の
死
者
の
位
牌
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

そ
の
左
に
は
「
請
先
娘
安
居
」
と
あ
る
。
「
先
娘
」

と
は
未
婚
で
死
亡
し
た
女
性
を
指
し
、
「
未
婚
女
性
の
霊
が
こ
こ
で
安
ら
か
に
な

り
ま
す
よ
う
に
」
の
意
味
で
あ
る
。
右
に
は
「
敬
公
婆
落
位
」
と
あ
る
。
「
公
婆
」

と
は
、
「
老
公
」

H
夫
と
「
老
婆
」

H
萎
の
合
成

で
夫
婦
を
意
味
す
る
。
「
〔
男
性
子
孫
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
〕
夫
婦
の
霊
が
こ
こ
に
落
ち
着
き
ま
す
よ
う
に
」

位
牌
の
手
前
に
は
焼
香
台
と
供
物
台
が
あ
り
、
そ
の
下
に
非
人
格
神
の
地
主
神
が
杷
ら
れ
て
い
る
。

の
意
味
で
あ
る
。
こ
の

こ
の
大
き
な
位
牌
の
左
右
の
壁
面
と
室
内
両
側
の
壁
面
と
に
沿
っ
て
、
多
数
の
位
牌
が
並
ん
で
い
る

(
写
真
5

・
6
)
。
こ
れ
ら

は
大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
第

一
は
、
「
静
女
*
*
*
之
神
位
」
等
と
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
静
女
」

と
は
未
婚
女
性
を

指
し
、
大
部
分
は
自
杭
女
の
位
牌
で
あ
る
。
第
二
は、

「
*
門
堂
上
祖
先
之
位
」
(
日
本
の
仏
壇
に
見
ら
れ
る
「
*
*
家
先
祖
代
々
之

霊
位
」
に
類
似
す
る
)
等
と
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
元
来
は
家
庭
空
間
に
置
か
れ
、
夫
婦
(
な
い
し
未
婚
男
子
)
が
祖



先
祭
把
の
た
め
に
用
い
て
い
た
位
牌
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
夫
婦
が
「
祭
杷
有
資
格
者
が
断
絶
し
た
死
者
」
と
な
っ
た
た
め
に
、
残
さ

れ
た
肉
親
が
百
姓
公
婆
洞
に
移
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
大
き
な
位
牌
の
「
敬
公
婆
落
位
」

の
字
句
を
考
慮

す
れ
ば
、
こ
の
位
牌
が
直
接
的
に
対
象
と
す
る
死
者
は
、
そ
の
夫
婦
よ
り
も
上
の
世
代
の
祖
先
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
夫
婦
自
体
と

考
え
ら
れ
ね
o

量
的
に
は
、
後
者
の
夫
婦
の
位
牌
よ
り
も
、
未
婚
女
性
(
と
く
に
自
杭
女
)

死者祭前日空間の地域的構造一一一華南珠江デルタの過去と現在

存
命
中
に
位
牌
を
準
備
す
る
者
も
い
る

の
位
牌
が
多
い
。
自
統
女
の
中
に
は
、

と
紅
紙
を
解
い
て
位
牌
を
出
す
。

(写
真
7
)
o
本
人
の
写
真
の
後
ろ
に
あ
る
の
は
、
紅
紙
に
包
ま
れ
た
位
牌
で
、
死
亡
す
る

近
辺
の
老
人
等
の
話
で
は
、
百
姓
公
婆
嗣
は
約
八

O
年
前
に
私
人
の
寄
付
で
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
か
つ
て
は
百
姓
公
婆

第5章

写真5 百姓公婆詞の内部正面にある位牌群(1)

1998年12月20日撮影

自椛女の位牌が多い。上段の黒色位牌群は1998年から

規格化されたもの

写真6 百姓公婆嗣の内部正面にある位牌群 (2)

1999年4月2日撮影

下段左端の 「東坦陸門堂上祖先之位/柄添位」の

前者は夫婦の位牌。後者は未成人男性の位牌かもしれ

ない。
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写真7 百姓公婆嗣内の準備されている

位牌と本人の写真 1999年4月2日撮影

写真の下に「生於辛亥年九月十二日巴時」

([日暦一九一一年九月十三日巳の時に生ま

れる)とある。

嗣
の
北
東
側
に
観
音
廟
が
あ
っ
た
が
、

一
九
五

0
年
代
の
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高
級
合
作
社
の
時
に
壊
し
て
養
蚕
用
家
屋
を
建
て
た
と
い

ぅ
。
百
姓
公
婆
嗣
「
管
理
人
員
」

の
C
女
史
(
後
述
)
に

よ
る
と
、
百
姓
公
婆
嗣
の
建
物
は
五
八
年
の
「
破
除
迷
信
」

運
動
の
時
に
壊
さ
れ
、
「
改
革
開
放
」
政
策
へ
の
転
換
後
、

八
0
年
代
に
龍
江
鎮
の
ほ
か
、
広
州
、
仏
山
、
南
海
、
香

港
の
人
び
と
の
寄
付
で
再
建
さ
旬
、
そ
の
時
に
相
公
廟
も

併
置
さ
れ
た
と
い
う
。

つ
ぎ
に
百
姓
公
婆
嗣
か
ら
南
へ
六
キ
ロ
、
龍
江
鎮
南
坑

村
民
委
員
会
の
管
轄
域
(
清
代
の
裏
海
郷
)
に
百
姓
姑
婆
嗣
と
義
紀
嗣
が
所
在
す
る
。

一
九
八
九
年
九
月
の
初
見
時
に
は
、

キ東

四
月
も
同
様
)

聞
の
家
屋
で
、
左
側
一
聞
が
百
姓
姑
婆
洞
、
右
側
一
聞
が
義
紀
嗣
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
九
年
後
の
九
八
年
二

一月
(
九
九
年

に
は
、
写
真
8
の
よ
う
に
一
棟
四
聞
に
増
築
さ
れ
て
お
り
、
左
側
二
聞
が
百
姓
姑
婆
綱
、
右
側
二
聞
が
義
組
洞
と
、

規
模
が
そ
れ
ぞ
れ
二
倍
に
な
っ
て
い
た
。

百
姓
姑
婆
耐
の
「
姑
婆
」
は
自
流
女
を
指
す
。
実
際
に
中
に
入
る
と
、
多
様
な
姓
の
白
統
女
の
個
人
名
が
記
さ
れ
た
位
牌
(
額
縁

形
式
が
多
い
)
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
位
牌
の
中
に
は
存
命
時
の
住
所
が
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。
概
観
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
こ
れ

照
)
。
近
辺
の
老
婦
人
(
七
O
歳
代
)

ら
住
所
は
龍
江
鎮
内
の
も
の
が
多
い
が
、
順
徳
市
の
他
の
鎮
や
、
約
二

0
キ
ロ
離
れ
た
仏
山
の
も
の
な
ど
も
確
認
で
き
た
(
注
日
参

の
話
で
は
、
物
心
が
つ
い
た
時
に
は
百
姓
姑
婆
嗣
が
す
で
に
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
写
真
8
に

見
え
る
よ
う
に
、
百
姓
姑
婆
嗣
に
隣
接
し
て
、
観
音
を
主
神
と
す
る
獅
江
古
廟
(
別
名
観
音
堂
)
が
あ
る
。

一
方
、
義
組
嗣
に
入
る
と
、
「
*
門
堂
上
祖
先
之
位
」
等
の
形
式
で
書
か
れ
た
位
牌
(
額
縁
形
式
の
位
牌
と
、
壁
に
は
め
こ
ま
れ
た
レ
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写真8 百姓姑婆洞と義紀詞 1999年4月3日撮影

左|蜂の建物は、獅江古廟(観音堂) の事務所。 tliH~J 日翌日は観音誕生日で祭礼

が復活している。

ン
ガ
製
の
位
牌
と
が
あ
る
)
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
百
姓
公
婆
洞
の
場
合
と
同
じ
く
、

こ
れ
は
男
性
子
孫
を
得
ら
れ
ず
に
死
亡
し
た
夫
婦
を
把
っ
た
位
牌
で
あ
ろ
泊
。

百
姓
姑
婆
嗣
・

義
杷
嗣
に
あ
る
位
牌
は
、
す
べ
て
八

0
年
代
の
再
建
後
に
安
置
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
百
姓
公
婆
嗣
は
、
夫
婦
の
位
牌
と
白
硫
女
の
位
牌
を
同

一
空
間
に
安
置
し
て
い
た
が
、

義
杷
洞
と
百
姓
姑
婆
澗
は
部
屋
を
分
け
て
別
々
に
安

置
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
個
所
の
三
施
設
に
共
通
す
る
外
見
的
特
徴
と
し
て
二
点
が
あ
る
。
第
一

は
、
非

人
格
神
の
地
主
神
は
あ
る
が
、
関
帝
や
観
音
な
ど
の
人
格
神
の
神
像
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
姓
の
白
杭
女
や
未
婚
女
性
(
被
祭
記
無
資
格
者
)
と
男
性
子
孫
の
な
い
夫
婦

(祭
把
有
資
格
者
が
断
絶
し
た
者
)

の
位
牌
安
置
を
目
的
と
す
る
空
間
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
は
、
二
箇
所
と
も
近
く
に
観
音
を
主
神
と
す
る
神
廟
が
所
在
す
る
、
あ
る

い
は
所
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
珠
江
デ
ル
タ
で
は
、
観
音
は
女
性
と
子
ど
も
が

信
仰
す
る
神
で
あ
り
、
成
人
男
性
に
は
無
縁
な
神
と
い
わ
れ
て
い
る
。
観
音
と
二
個

所
の
施
設
と
の
聞
に
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
紙
帽
の
都
合
で
本
稿
で
は
割
愛
し
た
い
。

伝
統
的
死
者
祭
杷
の
継
続
採
訪
1

つ
ぎ
に
龍
江
鎮
で
の
聞
き
取
り
を
紹
介
・
検
討
し
よ
う
。
ま
ず

一
九
九
九
年
四
月
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一一
日
に
、
百
姓
公
婆
嗣
「
管
理
人
員
」
の

C
女
史

(
六
六
歳
、
仙
塘
村
民
委
員
会
所
属
)



か
ら
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。

C
女
史
は
主
に
死
者
祭
杷
と
百
姓
公
婆
洞
の
現
況
に
つ
い
て
語
る
。
た
だ
し
多
く
の
点
は
、

九

124 

四
九
年
以
前
に
も
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

当
地
に
お
け
る
男
性
の
成
人
年
齢
は
一
六
歳
(
数
え
年
)
で
あ
る
。

一
六
歳
以
上
で
死
亡
し
た
成
人
男
性
の
位
牌
は
、
家
庭
の
神
台
に

置
か
れ
る
。

一
ム
ハ
歳
未
満
で
死
亡
し
た
未
成
人
男
性
の
位
牌
は
、
家
庭
の
神
台
に
置
か
れ
ず
、
神
台
の
下
に
あ
る
地
主
神
の
傍
ら
に
置
か

れ
る
。
そ
の
後
、
天
折
し
た
女
性
と
冥
婚
す
る
と
、
祭
記
さ
れ
る
資
格
を
え
て
位
牌
が
家
庭
の
神
台
に
移
さ
れ
る
。

龍
江
鎮
の
家
庭
空
間
に
お
け
る
男
性
の
被
祭
杷
資
格
は
既
婚
で
は
な
く
、

人
男
性
の
位
牌
が
、
死
後
た
だ
ち
に
位
牌
の
正
規
の
安
置
場
所
で
あ
る
神
台
に
置
か
れ
な
い
の
は
、
未
成
人
男
性
が
本
来
的
に
は
被

祭
杷
無
資
格
者
だ
か
ら
で
あ
ろ
%
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
「
肉
親
(
と
く
に
父
母
)
の
情
」
と
し
て
忍
び
な
い
の
で
、
救
済
策
と
し

一
六
歳
以
上
の
成
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
未
成

て
冥
婚
を
お
こ
な
い
、
成
人
に
代
替
す
る
既
婚
者
と
し
て
の
地
位
を
与
え
て
被
祭
把
資
格
を
付
与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

女
性
は
結
婚
し
な
い
と
、
そ
の
位
牌
を
家
庭
に
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
天
折
し
た
女
性
が
天
折
し
た
男
性
と
冥
婚
す
る
と
、
そ
の
女

性
の
位
牌
は
夫
家
の
神
台
に
置
か
れ
る
。

当
地
の
家
庭
空
間
に
お
け
る
女
性
の
被
祭
杷
資
格
が
婚
姻
(
冥
婚
を
含
む
)
で
あ
り
、
そ
の
位
牌
の
原
則
的
安
置
場
所
が
夫
家
の

神
台
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
一
九
四
九
年
以
前
と
同
じ
こ
と
が
わ
か
る
。

家
庭
空
間
に
お
け
る
祭
租
資
格
に
つ
い
て
、

C
女
史
は
明
示
的
に
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
百
姓
公
婆
桐
に
安
置
さ
れ
て
い
る
位
牌

の
参
拝
者
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

未
婚
で
天
折
し
た
女
性
の
位
牌
を
参
拝
す
る
の
は
父
母
で
あ
る
。
父
母
の
死
後
は
兄
弟
姉
妹
や
そ
の
子
ど
も
(
男
女
と
も
)
で
あ
る
。

誕
生
日
・
命
日
・
重
陽
節
(
旧
暦
九
月
九
日
)

-
清
明
節
に
来
る
。
仏
山
の
よ
う
な
遠
隔
地
か
ら
来
る
場
合
は
、
清
明
節
の
一
回
だ
け
で



あ
る
。
男
性
子
孫
の
な
い
夫
婦
の
位
牌
を
参
拝
す
る
の
は
、
そ
の
娘
や
〔
夫
の
〕
兄
弟
の
子
ど
も
(
男
女
と
も
)
で
あ
る
。

死者祭記空間の地域的構造一一華南珠江デルタの過去と現在

い
ま
判
明
し
た
よ
う
に
、
未
婚
女
性
は
被
祭
租
無
資
格
者
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
位
牌
を
家
庭
空
間
で
祭
記
で
き
る
者
は
始
め
か
ら

存
在
し
な
い
。
そ
れ
で
父
母
等
の
肉
親
は
、
そ
の
位
牌
を
百
姓
公
婆
洞
に
置
き
、
参
拝
に
来
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性
子
孫
の
い

な
い
夫
婦
の
位
牌
が
百
姓
公
婆
嗣
に
置
か
れ
、
そ
の
夫
婦
の
娘
や
夫
の
兄
弟
の
子
ど
も
が
参
拝
に
来
る
の
は
、
こ
れ
ら
参
拝
者
に
は

そ
の
夫
婦
を
祭
記
す
る
資
格
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
明
証
は
で
き
な
い
が
、
祭
杷
有
資
格
者
は
一
九
四
九
年
以
前
と
同
じ
く
、
死
者

の
男
系
子
孫
お
よ
び
そ
の
妻
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
未
成
人
男
性
の
場
合
、
冥
婚
が
お
こ
な
わ
れ
る
前
も
後
も
、
す
な
わ
ち
被
祭
杷
無
資
格
者
の
時
も
、
被
祭
杷
有
資
格
者

と
な
っ
て
か
ら
も
、
位
牌
は
家
庭
(
神
台
と
は
限
ら
な
い
が
)
に
置
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
H

祭
杷
す
る
H

者
が
家

庭
内
に
存
在
す
る
は
ず
で
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
父
母
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
類
推
す
る
と
、
未
婚
で
死
亡
し
、
養
子
が
決
ま
っ
て

い
な
い
成
人
男
性
の
場
合
は
、
父
母
が
存
命
な
ら
ば
父
母
が
H

祭
把
し
H

、
男
性
子
孫
が
お
ら
ず
、
養
子
も
決
ま
っ
て
い
な
い
夫
婦

の
場
合
は
、
父
母
あ
る
い
は
一
方
の
配
偶
者
が
存
命
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
者
が
H

祭
記
す
る
H

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
M

祭
記
す

る
H

者
も
死
亡
す
る
と
、
そ
の
成
人
未
婚
男
性
や
夫
婦
の
位
牌
が
義
組
桐
・
百
姓
公
婆
嗣
に
置
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
百
姓
公
婆
嗣
に
置
か
れ
て
い
る
位
牌
は
、
い
ず
れ
も
存
命
す
る
肉
親
が
祭
組
で
き
な
い
対
象
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
誰
が
百
姓
公
婆
嗣
で
祭
記
す
る
の
か
と
い
う
と
、
管
理
人
員
の

C
女
史
が
旧
暦
の
毎
月
二
回
、

一
日
と
一
五
日
に
お
こ
な
っ
て

C
女
史
は
冥
婚
の
縁
組
占
い
も
し
て
お
り
、
正
規
の
宗
教
的
職
能
者
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
な

い
が
、
そ
の
代
行
者
と
は
い
え
よ
う
。
一
九
四
九
年
以
前
に
未
婚
女
性
・
自
硫
女
の
位
牌
が
置
か
れ
て
い
た
神
廟
、
尼
寺
、
亙
女
の

家
屋
、
菜
堂
は
、
ま
さ
に
道
士
・
尼
・
亙
女
等
の
宗
教
的
職
能
者
が
住
む
空
間
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
位
牌
を
祭
記
す
る

の
は
こ
れ
ら
宗
教
的
職
能
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
方
便
所
に
お
け
る
宗
教
的
職
能
者
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
姑
婆
屋

い
る
。
つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
、

第5章
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に
お
け
る
祭
記
者
に
つ
い
て
は
、
後
段
で
言
及
す
る
。
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〔
採
訪
日
の
〕
翌
週
に
、
死
亡
し
て
い
る
男
性
と
交
通
事
故
の
た
め
に
二

O
歳
代
で
死
亡
し
た
女
性
と
の
冥
婚
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
女
性
の
位
牌
は
、
い
ま
は
百
姓
公
婆
嗣
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
冥
婚
後
に
夫
家
の
神
台
に
移
さ
れ
る
。
こ
の
冥
婚
の
縁
組
は
、
私
が

「
杯
波
」
(
写
真
9
。
い
わ
ゆ
る
ポ
エ
)
で
占
っ
て
決
め
た
。
占
い
は
必
ず
夜
に
お
こ
な
う
。
冥
婚
す
る
男
性
は
、

一
六
歳
未
満
で
死
亡

し
た
者
が
多
く
、

一
六
歳
以
上
の
例
は
少
な
い
。
昨
年
(
九
八
年
)
決
め
た
縁
組
四
例
の
う
ち
、
前
者
が
三
例
、
後
者
が
一
例
で
あ
る
。

現
在
も
冥
婚
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

一
六
歳
以
上
の
成
人
男
性
に
冥
婚
事
例
が
少
な
い
の
は
、
冥
婚
し
な
く

て
も
家
庭
空
間
で
祭
杷
さ
れ
る
被
祭
杷
有
資
格
者
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
台
湾
と
対
照
的
に
、
当
地
で
未
成
人
男
性
の
冥
婚
が
多
い
の

は
、
当
地
で
は
未
成
人
男
性
が
本
来
的
に
は
被
祭
杷
無
資
格
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。
な
お
、
未
婚
女
性
の
死
亡
か
ら
冥
婚
ま
で

の
位
牌
安
置
場
所
と
し
て
、

ス
ト
ッ
カ
l
ド
は
「
生
家
の
地
主
神
の
傍
ら
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
当
地
で
は
百
姓
公
婆
嗣
が
利
用
さ

ス
ト
ッ
カ
l
ド
の
紹
介
事
例
と
は
異
な
る
が
、
生
家
の
神
台
に
置
か
れ
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

れ
て
お
り
、伝

統
的
死
者
祭
杷
の
継
続
採
訪

2

南
坑
村
民
委
員
会
の
豪
林
里
居
住
)
か
ら
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ
た
。
最
初
に
、

掲
げ
よ
う
。

つ
ぎ
に
一
九
九
九
年
四
月
三
日
に
、
百
姓
姑
婆
嗣
・
義
杷
嗣
が
所
在
す
る
南
坑
村
民
委
員
会
所
属
の
自
杭
女

T
女
史
(
七
三
歳
、

T
女
史
の
履
歴
紹
介
を
か
ね
て
聞
き
取
り
の
一
部
を

二
人
の
兄
と
二
人
の
姉
が
い
る
。
二
人
の
姉
も
自
続
女
で
、
纏
足
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
私
よ
り
も
一
世
代
上
の
女
性
は
纏
足

し
て
い
た
。
私
は
一
九
歳
の
時
に
自
統
女
に
な
っ
て
生
家
を
離
れ
、
姉
二
人
と
一
緒
に
自
分
た
ち
の
姑
婆
屋
を
購
入
し
て
住
ん
だ
。
姑
婆

屋
は
今
も
豪
林
皇
に
あ
る
。
生
業
は
養
蚕
・
製
糸
と
淡
水
魚
の
養
殖
で
あ
っ
た
。
自
統
女
の
家
に
は
二
種
類
の
神
像
、
観
音
と
蚕
姑
(
養



蚕
の
神
様
)
が
あ
っ
た
。
お
金
の
な
い
白
統
女
は
、
生
家
に
住
み
続
け
た
。

以
下
で
は
、

一
九
四
九
年
以
降
の
自
続
女
の
位
牌
安
置
場
所
に
つ
い
て
紹
介
・
検
討
す
る
。

一
九
四
九
年
に
は
、
百
姓
姑
婆
嗣
、

尼
寺
、
姑
婆
屋
の
三
つ
が
あ

っ
た
。
そ
の
後

(百
姓
公
婆
嗣
と
同
じ
く
五
八
年
ご
ろ
で
あ
ろ
う
)
、
ま
ず
百
姓
姑
婆
調
が
壊
さ
れ
て
、
尼

寺
と
姑
婆
屋
の
二
つ
に
な

っ
た
。
こ
の
期
間
を
第

一
期
と
す
る
。

死者祭泥空間の地域的構造一一華南珠江デルタの過去と現在

た
。
こ
の
期
間
を
第
二
期
と
す
る
。
そ
し
て
、

つ
ぎ
に
尼
寺
が
壊
さ
れ
て

(時
期
不
明
)
、
姑
婆
屋
の
み
と
な
っ

八
0
年
代
に
百
姓
姑
婆
嗣
が
回
復
さ
れ
て
、
姑
婆
屋
と
百
姓
姑
婆
洞
の
二
つ
に
な
っ

た
。
こ
れ
以
降
を
第
三
期
と
す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
姑

第5章
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婆
屋
」
と
は
、
土
地
改
革
前
に
自
流
女
が
所
有
し
て
い
た
姑
婆
屋
が
、

土
地
改
革
以
降
も
そ
の
所
有
が
認
め
ら
れ
て
い
る
等
の
家
屋
を
指
す
。

第

一
期
に
お
い
て
、
「
豪
林
里
に
居
住
す
る
姑
婆
屋
を
持
つ
白
杭
女
は
、

自
分
の
位
牌
を
尼
寺
で
は
な
く
、
姑
婆
屋
に
置
い
た
。

一
方
、
姑
婆
屋

を
持
た
な
い
自
続
女
は
、
生
存
中
は
生
家
や
兄
弟
の
家
庭
に
住
む
が
、

そ
こ
に
位
牌
を
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
尼
寺

(
隣
の
東
頭
村
民
委

員
会
の
新
村
に
所
在
)
に
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
尼
寺
に
は
、

私
の
擬
制
「
姉
妹
」
の
位
牌
も
あ
っ
た
が
、

豪
林
里
か
ら
尼
寺
ま
で
は

遠
い
の
で
、
私
は
拝
み
に
行
か
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
姑
婆
屋
を
持
つ

豪
林
里
の
自
統
女
が
、
尼
寺
よ
り
も
姑
婆
屋
を
選
好
す
る
の
は
、
参
拝

す
る
側
の
距
離
的
便
宜
(
死
者
か
ら
み
れ
ば
参
拝
に
来
て
も
ら
え
る
頻
度
)

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

T
女
史
は
、
遠
距
離
で
不
便
な
た
め
参
拝
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し
な
か
っ
た
が
、
近
距
離
な
ら
ば
、
擬
制
「
姉
妹
」
の
位
牌
を
参
拝
す
る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
期
に
は
、
「
姑
婆
屋
を
持
た
な
い
自
枕
女
は
、
位
牌
安
置
場
所
を
確
保
で
き
な
い
の
で
、
位
牌
そ
の
も
の
が
作
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
換
言
す
れ
ば
、
一
九
四
九
年
以
降
に
お
い
て
も
、
位
牌
安
置
場
所
が
確
保
で
き
る
な
ら
、
死
亡
し
た
自
椛
女
の
位
牌

を
作
る
、
な
い
し
は
作
る
べ
き
と
の
慣
習
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
、
た
だ
し
生
家
等
の
一
般
家
庭
に
位
牌
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い

128 

慣
習
も
続
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
よ
う
。

第
三
期
に
入
っ
て
か
ら
の
一
九
九
七
年
に
、

T
女
史
の
姉
二
人
の
う
ち
、
上
の
姉
が
八
八
歳
で
死
亡
し
た
。
こ
の
姉
は
、
生
前
は

妹
二
人
と
一
緒
に
姑
婆
屋
に
住
ん
で
お
り
、
姑
婆
屋
を
も
っ
自
流
女
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
姉
の
位
牌
は
百
姓
姑
婆
嗣
に
置
か
れ

た
。
参
拝
す
る
側
の
距
離
的
便
宜
か
ら
考
え
れ
ば
、
姑
婆
屋
(
つ
ま
り
T
女
史
の
自
宅
)
の
方
が
便
利
で
あ
る
。
百
姓
姑
婆
洞
を
選

択
し
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
姑
婆
屋
に
置
か
れ
た
位
牌
を
誰
が
祭
杷
す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
姑
婆
屋
の
同
居
者
(
擬
制
「
姉
妹
」
た

る
自
続
女
と
「
養
女
」
)
が
死
亡
し
た
自
統
女
を
祭
記
で
き
る
か
の
問
題
は
、
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
点
に
直
接
言
及
し
た
資

料
で
は
な
い
が
、
「
祭
礼
日
砂
丘
芝
山

-
E
3
に
、
姑
婆
屋
が
宗
教
的
職
能
者
育

-02
を
招
い
て
宗
教
儀
礼

R
E
m
-
0
5
2
B
E
g
-
2

を
お
こ
な
っ
て
も
ら
う
」
こ
と
を
、
ト
プ
レ
イ
が
紹
介
し
て
い
る

3
8
Z
W
℃・∞
ω)
。
宗
教
的
職
能
者
を
招
く
主
体
は
同
居
者
で
あ

ろ
う
が
、
い
か
な
る
祭
礼
日
に
、
ど
ん
な
宗
教
儀
礼
を
お
こ
な
っ
て
も
ら
う
の
か
ま
で
は
言
及
が
な
い
。
姑
婆
屋
に
は
、
外
神
と
し

て
観
音
・
蚕
神
が
杷
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
外
神
の
た
め
に
宗
教
的
職
能
者
を
招
く
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
宗
教
的
職

能
者
を
招
く
目
的
は
、
死
亡
し
た
自
硫
女
の
祭
租
の
た
め
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
、
同
居
者
が
祭
記
す
る
資
格
を
も
た
な
い
こ
と

を
示
唆
す
る
。
姑
婆
屋
に
は
「
姉
妹
」
「
養
女
」
等
の
擬
制
「
家
族
」
が
住
む
が
、
そ
こ
は
祭
杷
有
資
格
者
が
存
在
し
な
い
非
家
庭

空
間
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
百
姓
公
婆
嗣
に
は
死
者
祭
杷
を
お
こ
な
う
者
と
し
て

C
女
史
が
い
た
。
百
姓
姑
婆
嗣
・
義
組
洞
の
場
合
、

C
女
史
に
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相
当
す
る
者
を
確
認
し
て
い
な
い
が
、
隣
接
し
て
い
る
観
音
堂
の
宗
教
的
職
能
者
が
代
行
し
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

T
女
史
の

死
亡
し
た
姉
の
場
合
、
妹
た
ち
が
姉
の
位
牌
を
姑
婆
屋
に
置
き
、
宗
教
的
職
能
者
に
祭
記
し
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
宗
教
的
職
能
者
を
招
く
妹
二
人
も
す
で
に
高
齢
と
な
っ
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

T
女
史
姉
妹
は
肉
親
の
参
拝
便

宜
よ
り
も
、
祭
把
の
永
続
を
重
視
し
て
百
姓
姑
婆
嗣
を
選
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
現
在
の
龍
江
鎮
に
お
け
る
死
者
祭
杷
の
実
態
は
、
一
九
四
九
年
以
前
の
珠
江
デ
ル
タ
の
慣
習
と
大
き
な
違
い
が
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
、
従
来
の
研
究
が
指
摘
し
て
こ
な
か
っ
た
点
を
、
死
者
祭
杷
の
諸
空
間
に
即
し
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

男
性
の
被
祭
杷
資
格
は
一
六
歳
以
上
の
成
人
で
あ
り
、
女
性
の
被
祭
把
資
格
は
婚
姻
で
あ
る
。
未
成
人
男
性
と
未
婚
女
性
は
被
祭

記
無
資
格
者
で
あ
る
が
、
被
祭
記
資
格
を
付
与
す
る
救
済
策
と
し
て
、
現
在
も
冥
婚
が
あ
る
。
祭
杷
資
格
者
は
、
基
本
的
に
は
死
者

の
男
系
子
孫
お
よ
び
そ
の
妻
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
父
母
・
配
偶
者
等
が
H

祭
記
す
る
H

場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
の
者
が
慣
習
上
、
正
規
の
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
る
の
か
否
か
、
ま
た
祭
記
有
資
格
者
を
確
保
す
る
た
め
の
養
子
制
度
が
現
在
ど
う

な
っ
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
に
期
し
た
い
。

祭
組
有
資
格
者
が
断
絶
し
た
夫
婦
(
お
よ
び
成
人
未
婚
男
性
)
を
祭
記
す
る
空
間
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
、

百
姓
公
婆
嗣
と
義
組
嗣
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
自
硫
女
や
未
婚
女
性
(
被
祭
杷
無
資
格
者
)
を
祭
記
す
る
空
間
と

し
て
、
新
た
に
百
姓
公
婆
嗣
と
百
姓
姑
婆
嗣
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
三
つ
の
施
設
(
以
下
「
百
姓
公
婆
洞
等
」
と
呼
ぶ
)
に
は
、
本
人
な
い
し
肉
親
が
準
備
し
た
位
牌
が
あ
り
、
ま
た
肉
親
が
参
拝

に
来
る
。
姑
婆
屋
に
も
位
牌
が
あ
り
、
擬
制
「
家
族
」
が
拝
む
。
神
廟
・
尼
寺
等
に
も
位
牌
が
あ
り
、

T
女
史
に
よ
れ
ば
、
尼
寺
が

近
け
れ
ば
、
そ
こ
の
擬
制
「
姉
妹
」
の
位
牌
も
参
拝
す
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
姑
婆
屋
、
神
廟
・
尼
寺
等
、
百
姓
公
婆
洞
等
は
、

結
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い
ず
れ
も
位
牌
が
あ
り
、
肉
親
(
擬
制
を
含
む
)
が
拝
む
空
間
で
あ
る
。
こ
れ
と
対
比
し
て
、
第
五
の
屋
外
空
間
は
、
拝
む
対
象
と

し
て
の
位
牌
が
な
い
空
間
で
あ
り
、
こ
の
点
が
大
き
な
相
違
で
あ
る
。

百
姓
公
婆
嗣
に
お
け
る
祭
記
者
は
宗
教
的
職
能
者
(
あ
る
い
は
そ
の
代
行
者
)
で
あ
り
、
神
廟
・
尼
寺
等
や
姑
婆
屋
に
お
け
る
祭

記
者
も
宗
教
的
職
能
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
百
姓
公
婆
洞
等
の
誕
生
経
緯
の
具
体
的
詳
細
は
不
明
だ
が
、
後
段
で
論
理

130 

的
推
測
を
お
こ
な
う
こ
と
に
す
る
。

中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
か
ら
五

O
年
以
上
が
経
つ
。
だ
が
珠
江
デ
ル
タ
で
は
、
一
九
四
九
年
以
前
の
死
者
祭
杷
の
慣
習
が

ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
る
。
未
婚
女
性
の
位
牌
は
今
で
も
肉
親
の
家
庭
空
間
に
置
か
れ
ず
、
ま
た
、
男
児
の
い
な
い
夫
婦
の

聞
に
生
ま
れ
た
娘
は
、
両
親
の
位
牌
を
嫁
ぎ
先
の
夫
家
に
置
い
て
祭
把
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
観
察
者
と
し
て
強
く
印

象
に
残
っ
た
。

過
去
|
|
非
家
庭
空
間
と
し
て
の
宗
族
嗣
堂

漢
族
に
は
、
家
族
を
超
え
た
父
系
血
縁
集
団
と
し
て
宗
族
が
あ
る
。
一
九
四
九
年
以
前
の
珠
江
デ
ル
タ
農
村
は
、
宗
族
組
織
が
典

型
的
に
発
達
し
た
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
嗣
堂
と
い
う
、
宗
族
組
織
あ
る
い
は
そ
の
支
派
が
特
定
の
祖
先
夫
婦
の
位

牌
を
共
同
で
祭
杷
す
る
た
め
に
建
て
た
建
物
が
、
一
九
四
九
年
以
前
に
は
多
数
存
在
し
て
い
た
。
嗣
堂
は
こ
の
特
定
の
祖
先
夫
婦
を

主
た
る
被
祭
杷
者
と
し
、
そ
の
位
牌
を
嗣
堂
内
祭
壇
の
最
上
部
に
据
え
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
位
牌
が
そ
こ
に
並
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
主
た
る
被
祭
杷
者
以
外
の
位
牌
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
宗
族
や
そ
の
支
派
の
発
展
に
貢
献
し
た
り
、
寄
付
を
お
こ
な

っ
た
り
し
た
一
部
の
祖
先
の
位
牌
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ト
ッ
カ

I
ド
提
供
資
料
の
中
に
、
「
息
子
」
と
し
て
社
会
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
自
杭
女
(
複



数
)
の
位
牌
が
、
生
家
に
置
か
れ
ず
、
桐
堂
に
置
か
れ
た
事
例
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
は
「
息
子
」
、

そ
の
位
牌
を
家
庭
空
間
に
置
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
し
か
し
そ
の
場
合
で
も
、
桐
堂
に
置
く
こ
と
は
許
容
さ
れ

死者祭紐空間の地域的構造一一華南珠江デルタの過去と現在一一第5章

1 :徳学 (2の帝栄の祖先と推定される)

2:父・帝栄(号は応高)

3 :母

4 :兄・広英 (2の息子。天折)

5:本人・珍 (2の娘、 4の妹)

6:夫・摩姓
J工j

つ
ま
り
男
性
で
あ
っ
て
も
、

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
位
牌
安
置
と
死
者
祭
杷
の
点
に
お
い
て
、
調
堂
空

間
が
家
庭
空
間
と
質
的
に
異
な
る
空
間
日
非
家
庭
空
間
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
こ
で
一
件
の
史
料
を
検
討
し
て
、
嗣
堂
に
お
け
る
死
者
祭
杷
の
一
面
を
考
察
し
よ
う
。

一
九
世
紀
ご
ろ
、
南
海
県
学
正
郷
の
黄
姓
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
黄
珍
と
い
う
名
の
女

性
の
話
で
あ
る
(
図
4
)
。
こ
の
女
性
の
伝
記
が
黄
姓
の
族
譜
、
宣
統
三
(
一
九
一
一
)
年

刊
『
南
海
学
正
黄
氏
家
譜
」
巻
一
一
、
家
伝
、
外
伝
、
応
高
公
女
珍
姑
小
伝
、
に
載
っ

て
い
る
。
族
譜
は
、
他
姓
に
婚
出
し
た
、
あ
る
い
は
婚
出
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
M

族
内
で
生
ま
れ
た
女
性
H

に
つ
い
て
は
、
一
般
に
記
載
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
、
こ
の
族
譜
は
「
外
伝
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
、
黄
珍
を
始
め
何
人
か
の
黄
姓

の
女
性
を
載
せ
て
い
る
。

こ
の
史
料
を
敷
桁
し
な
が
ら
訳
出
す
る
前
に
、
そ
こ
に
登
場
す
る
徳
学
公
嗣
に
つ
い

黄珍とその家族

て
説
明
し
て
お
こ
う
。
徳
字
公
は
学
正
郷
黄
姓
一
族
の
一
支
派
で
あ
る
松
庄
支
に
属
し
、

か
つ
応
高
公
(
本
名
は
帝
栄
)

の
祖
先
に
あ
た
る
人
物
と
思
わ
れ
る
。
徳
学
公
嗣
は
徳
学

公
夫
婦
を
主
た
る
被
祭
杷
者
と
し
、
徳
学
公
の
子
孫
た
ち
が
建
て
た
嗣
堂
で
あ
る
。
史

料
か
ら
、
そ
の
祭
杷
費
用
の
捻
出
を
名
目
と
す
る
共
有
財
産
(
一
般
に
「
祭
産
」
と
い
い
、

図4

そ
の
不
動
産
の
運
用
に
よ
っ
て
収
入
を
得
る
)
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
祭
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産
の
運
用
は
、
徳
学
公
の
子
孫
中
の
有
力
者
が
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。



摩
姓
に
嫁
い
だ
あ
と
、
倹
約
に
勤
め
、
棉
の
紡

祖
舶
の
本
名
は
珍
で
、
松
庄
支
の
第
一
四
世
で
本
名
が
帝
栄
(
応
高
は
号
と
思
わ
れ
る
)
と
い
う
祖
先
の
娘
で
あ
る
。
芙
蓉
南
村
の

績
・
織
布
に
従
事
し
て
私
財
を
蓄
積
し
た
。
珍
に
は
本
名
が
広
英
と
い
う
兄
が
い
た
が
、
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天
折
(
「
早
卒
」
)
し
て
男
児
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
珍
は
父
の
帝
栄
公
を
祭
記
す
る
系
譜
が
断
絶
す
る
こ
と
を
心
配
し
、
父
の
死
後
、

生
家
に
帰
っ
て
一
計
を
案
じ
た
。
そ
れ
は
、
徳
学
公
嗣
に
父
と
兄
の
位
牌
を
置
か
せ
て
も
ら
い
、
徳
学
公
へ
の
祭
杷
を
す
る
時
に
、
付
随

的
に
父
と
兄
へ
の
祭
記
も
し
て
も
ら
う
(
「
附
記
」
)
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
亡
父
の
遺
屋
を
寄
付
し
た
が
、
こ
れ
だ

け
で
は
「
附
記
」
し
て
も
ら
う
に
は
足
り
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
自
分
の
蓄
財
を
投
げ
打
っ
て
農
地
を
購
入
し
、
こ
れ
も
寄
付
し
た
。

そ
れ
で
や
っ
と
前
例
ど
お
り
、
付
随
的
に
父
と
兄
へ
の
祭
把
も
し
て
も
ら
う
(
「
附
食
」
)
こ
と
が
実
現
し
た
。

珍
は
加
え
て
南
海
県
の
役
所
に
申
請
し
て
、
こ
の
「
附
食
」
契
約
を
公
的
記
録
と
し
て
役
所
に
残
し
て
も
ら
い
、
徳
学
公
の
子
孫
た
ち

が
こ
の
契
約
を
必
ず
履
行
す
る
こ
と
の
保
障
と
し
た
。
こ
う
し
て
父
と
兄
の
霊
は
、
永
遠
に
安
ら
か
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

父
に
対
す
る
祭
把
を
断
絶
さ
せ
ず
に
継
続
さ
せ
た
の
は
、
珍
に
仁
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
契
約
を
役
所
に
公
的
記
録
と
し
て
残
し
た
の

は
、
珍
に
智
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
完
壁
で
非
の
打
ち
所
が
な
い
処
置
は
、
男
性
の
才
能
あ
る
者
で
す
ら
難
し
い
の
に
、
珍

は
こ
れ
を
お
こ
な
っ
た
。
女
性
で
は
あ
る
が
孝
行
息
子
(
「
孝
子
」
)
と
い
え
よ
う
。

こ
の
史
料
か
ら
第
一
に
、
珍
が
結
婚
後
、
棉
の
紡
績
・
織
布
を
お
こ
な
い
、
そ
の
収
入
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
何
割
か
が
嫁
の
珍

自
身
の
財
産
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
蓄
財
額
が
農
地
購
入
を
可
能
に
す
る
額
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
嫁
の
珍
が
財
産
処
分
の
権

利
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(
四
)

第
二
に
、
本
稿
の
テ

I
マ
に
関
係
し
て
興
味
深
い
の
は
、
父
母
と
兄
の
死
者
祭
把
に
関
す
る
処
理
で
あ
る
。
=
一
人
の
う
ち
、
父

母
が
祭
記
有
資
格
者
が
断
絶
し
た
死
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
未
成
人
男
性
は
被
祭
把
無
資
格
者
で
あ
り
、
家
庭

の
神
台
で
祭
杷
で
き
な
い
と
い
う
仮
定
が
、
珠
江
デ
ル
タ
全
般
に
当
て
は
ま
る
と
し
よ
う
。
す
る
と
、
兄
は
未
成
人
で
死
亡
し
た
の
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で
、
被
祭
記
無
資
格
者
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
黄
姓
一
族
の
中
か
ら
兄
と
同
世
代
の
者
を
父
の
養
子
と
し
て
取
る
(
あ
る
い
は
、
兄

よ
り
一
世
代
下
の
者
を
兄
の
養
子
と
し
て
取
る
)
方
法
も
考
え
う
る
処
置
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
理
由
は
未
詳
で
あ
る
が
、
養
子
を

立
て
る
方
法
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
か
)
。
そ
し
て
、
父
母
と
兄
の
位
牌
を
安
置
し
、
死
者
祭
記
を
確
保
す
る
た
め
に
選
択
さ
れ
た
方

法
と
こ
の
方
法
に
対
す
る
族
譜
の
評
価
と
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
三
点
を
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
徳
学
公
嗣
へ
の
不
動
産

寄
付
に
よ
っ
て
、
父
母
と
兄
の
霊
を
「
附
記
」

H

「
附
食
」
の
形
で
祭
記
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
②
「
前
例
ど
お
り
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、
珍
の
事
例
以
前
に
も
、
同
じ
よ
う
な
「
附
食
」
の
前
例
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
黄
姓
一
族
は
、
珍
の
事
例
を
族
譜
に
掲
載
し
、

珍
を
女
性
で
は
あ
る
が
「
孝
行
息
子
」
で
あ
る
と
賞
賛
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
三
点
か
ら
、
黄
姓
一
族
が
徳
学
公
綱
に
つ

い
て
、
主
た
る
被
祭
記
者
の
祖
先
(
こ
の
場
合
徳
字
公
夫
婦
)
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
祖
先
の
子
孫
の
う
ち
、
祭
杷
有
資
格
者
が
断
絶

し
た
夫
婦
お
よ
び
被
祭
杷
無
資
格
者
の
未
成
人
男
性
を
、
「
附
食
」
の
形
で
祭
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
空
間
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
す
む
o

さ
て
、
「
息
子
」
扱
い
さ
れ
た
自
続
女
(
複
数
)
の
位
牌
が
洞
堂
に
置
か
れ
た
前
述
の
事
例
に
お
い
て
、
自
椛
女
が
嗣
堂
の
主
た

る
被
祭
記
者
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
「
附
食
」
の
事
例
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
、
同
じ
く
右
の
仮
定
に
依
拠

す
る
な
ら
、
こ
の
「
息
子
」
扱
い
は
成
人
男
性
と
し
て
の
扱
い
で
は
な
く
、
未
成
人
男
性
と
し
て
の
扱
い
で
あ
る
こ
と
、
未
成
人
男

性
の
位
牌
は
嗣
堂
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
こ
の
二
点
が
導
き
だ
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
嗣
堂
に
お
け
る
実
際
の
「
附
食
」
事

例
の
中
に
、
被
祭
記
無
資
格
者
の
未
成
人
男
性
二
件
と
祭
把
有
資
格
者
が
断
絶
し
た
夫
婦
一
件
と
が
確
認
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
注
辺
に
記
し
た
よ
う
に
、
儒
教
古
典
は
祖
廟

(
H
綱
堂
)
に
お
け
る
こ
の
形
態
の
「
附
食
」
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た

明
清
両
王
朝
も
、
九
品
以
上
の
官
僚
が
祖
廟
(
綱
堂
)
を
建
て
て
、
こ
の
形
態
の
「
附
食
」
を
お
こ
な
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
お
。

つ
ま
り
、
家
庭
空
間
で
祭
杷
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
者
(
た
だ
し
名
目
上
、
未
婚
女
性
は
除
か
れ
る
)
を
嗣
堂
で
「
附
食
」
す

る
こ
と
は
、
儒
教
と
明
清
王
朝
が
公
認
す
る
理
念
的
に
正
統
な
死
者
祭
把
で
あ
り
、
嗣
堂
は
右
の
者
を
祭
記
す
る
正
統
な
非
家
庭
空

第5章
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聞
な
の
で
あ
る
。

珠
江
デ
ル
タ
の
嗣
堂
一
般
に
お
い
て
、
こ
の
形
態
の
「
附
食
」
が
実
際
に
ど
の
程
度
浸
透
し
て
い
た
か
、
本
来
な
ら
こ
れ
を
多
数

の
史
料
に
も
と
づ
い
て
検
証
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
作
業
は
今
後
に
期
し
た
い
。
し
か
し
右
の
②
・
③
か
ら
す
れ
ば
、
黄
姓
一
族

は
こ
の
形
態
の
「
附
食
」
を
積
極
的
に
肯
定
・
奨
励
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
中
山
県
当
色
町
出
き
の
事
例
で
は
、
複
数

の
自
椛
女
の
位
牌
が
洞
堂
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
巧
包
F

国
き
で
は
、
未
成
人
男
性
(
お
よ
び
擬
制
的
未
成
人
男
性
た
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る
自
椛
女
)
を
嗣
堂
で
「
附
食
」
す
る
こ
と
が
浸
透
し
て
い
た
。
そ
し
て
理
念
上
、
こ
の
形
態
の
「
附
食
」
は
正
統
な
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
、
珠
江
デ
ル
タ
の
洞
堂
一
般
に
お
い
て
、
こ
の
形
態
の
「
附
食
」
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
珠
江
デ
ル
タ
の
洞
堂
が
実
際
に
有
し
て
い
た
こ
の
役
割
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今

後
は
、
家
庭
空
間
が
切
り
捨
て
た
役
割
を
補
う
装
置
と
い
う
観
点
か
ら
、
嗣
堂
、
さ
ら
に
は
宗
族
組
織
の
役
割
を
よ
り
多
面
的
に
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
「
附
食
」
契
約
の
当
事
者
の
一
方
は
黄
珍
で
あ
る
。
珍
は
父
母
・
兄
を
祭
記
す
る
資
格
を
も
た
な
い
が
、
男
顔
負
け
の

孝
行
を
す
る
娘
・
妹
で
あ
る
。
も
う
一
方
の
当
事
者
は
、
徳
学
公
嗣
の
祭
産
管
理
者
、
す
な
わ
ち
父
母
・
兄
の
同
族
で
あ
る
。
し
か

し
契
約
履
行
の
保
障
と
す
る
べ
く
、
珍
が
県
の
役
所
に
申
請
し
た
事
実
は
、
こ
の
契
約
が
珍
の
死
後
な
ど
に
反
故
に
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
血
縁
系
譜
上
に
お
け
る
同
族
と
、
同
一
の
家
庭
で
寝
食
を
と
も
に
し
た
肉
親
と
で
は
、
死

者
に
対
す
る
「
情
」
が
異
な
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。

第
四
に
、
成
人
男
性
と
そ
の
妻
の
死
者
祭
把
を
、
「
附
食
」
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
黄
珍
の
よ
う
な
人
び
と
と
し
て
は
、

す
で
に
死
亡
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
死
者
の
上
位
世
代
を
除
く
と
、
さ
し
あ
た
り
、
①
本
人
は
死
者
に
対
す
る
祭
把
無
資
格
者
で

あ
る
、
が
、
②
本
人
は
「
肉
親
の
情
」
を
も
っ
死
者
の
肉
親
で
あ
り
、
そ
し
て
、
③
本
人
も
し
く
は
死
者
が
不
動
産
を
寄
付
で
き
る

一
定
の
財
力
を
も
っ
、
と
な
る
。
①
・
②
の
条
件
を
具
体
的
に
考
え
る
と
、
同
世
代
の
肉
親
と
し
て
は
夫
の
兄
弟
姉
妹
お
よ
び
妻
の
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兄
弟
姉
妹
と
な
る
。
た
だ
し
夫
の
兄
弟
に
男
児
子
孫
が
い
れ
ば
、
死
者
が
貧
困
で
あ
っ
て
も
、
「
肉
親
の
情
」
に
よ
っ
て
養
子
に
行

か
せ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
下
位
世
代
と
し
て
は
夫
婦
の
娘
、
夫
の
姉
妹
の
子
ど
も
、
妻
の
兄
弟
姉
妹
の
子
ど
も
と
な
る
。
③
に
つ

い
て
は
、
死
者
夫
婦
が
一
定
以
上
の
財
産
を
も
つ
な
ら
、
族
内
か
ら
養
子
を
取
る
方
法
が
選
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
夫
の

姉
妹
と
そ
の
子
ど
も
、
妻
の
兄
弟
姉
妹
と
そ
の
子
ど
も
、
そ
し
て
夫
婦
の
娘
で
、
か
つ
私
財
を
有
す
る
者
が
可
能
性
と
し
て
残
る
。

他
方
、
「
附
食
」
の
受
入
れ
側
で
あ
る
宗
族
組
織
に
つ
い
て
は
、
①
族
譜
の
「
外
伝
」
に
お
け
る
「
孝
行
息
子
」
と
し
て
の
女
性

賞
賛
、
②
祭
産
へ
の
寄
付
歓
迎
、
等
よ
り
、
祭
産
増
加
の
一
環
と
し
て
、
庁
族
内
に
生
ま
れ
た
女
性
H

で
族
外
に
嫁
い
だ
、
あ
る
い

は
族
内
に
留
ま
っ
て
い
る
女
性
(
つ
ま
り
右
の
う
ち
、
夫
の
姉
妹
と
夫
婦
の
娘
)
か
ら
の
寄
付
獲
得
を
目
的
に
、
そ
の
方
途
と
し
て
、

右
の
形
態
の
「
附
食
」
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
組
。

以
上
、
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
以
降
の
珠
江
デ
ル
タ
桐
堂
に
お
い
て
、
右
の
形
態
の
「
附
食
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
一
因
と
し
て
、

財
力
あ
る
女
性
の
存
在
と
こ
れ
を
利
用
す
る
宗
族
組
織
側
の
祭
産
経
営
の
あ
り
方
と
を
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
嗣

堂
の
死
者
祭
杷
で
は
、
宗
教
的
職
能
者
を
必
要
と
せ
ず
に
、
族
長
や
宗
子
が
祭
杷
主
宰
者
に
な
れ
る
。
こ
の
点
が
他
の
非
家
庭
空
間

と
異
な
る
。

お
わ
り
に

百
姓
公
婆
嗣
等
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を
再
確
認
し
つ
つ
、
そ
の
誕
生
経
緯
を
推
測
し
よ
う
。
百
姓
公
婆
嗣
等
は
、
桐
堂
と
対
比

す
る
と
、
外
神
が
安
置
さ
れ
て
い
な
い
点
と
位
牌
の
安
置
が
主
目
的
で
あ
る
点
と
が
共
通
し
、
特
定
の
姓
に
限
定
さ
れ
ず
に
、
「
百

姓
」
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
一
方
、
神
廟
・
尼
寺
等
と
対
比
す
る
と
、
「
百
姓
」
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
る

点
が
共
通
し
、
外
神
が
安
置
さ
れ
て
い
な
い
点
が
異
な
る
。
そ
し
て
、
漢
族
の
神
廟
・
尼
寺
は
外
神
の
安
置
を
主
目
的
と
す
る
空
間

第5章
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で
あ
る
。
ま
た
嗣
堂
の
主
目
的
は
、
被
祭
杷
有
資
格
者
で
あ
る
特
定
の
祖
先
夫
婦
を
、
そ
れ
に
対
す
る
祭
杷
資
格
を
も
っ
存
命
中
の

男
系
子
孫
が
祭
記
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
非
家
庭
空
間
に
と
っ
て
、
「
後
な
き
も
の
等
」
の
祭
記
は
付
随
的
な

役
割
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
百
姓
公
婆
嗣
等
の
主
目
的
は
、
明
ら
か
に
「
後
な
き
も
の
等
」
に
対
す
る
祭
杷
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
百
姓
公
婆
嗣
等
は
、
上
記
二
種
類
の
非
家
庭
空
間
の
存
在
を
前
提
に
、
そ
の
付
臨
的
役
割
を
専
門
特
化
さ
せ
る
形
で
誕
生

し
た
、
と
い
う
の
が
論
理
的
に
導
か
れ
る
推
測
に
な
ろ
う
。

珠
江
デ
ル
タ
農
村
で
は
、
遅
く
と
も
一
九
世
紀
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
「
後
な
き
も
の
等
」
の
位
牌
を
作
っ
て
拝
み
、
宗
教
的
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職
能
者
等
に
祭
記
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
肉
親
の
情
、
も
し
く
は
自
ら
位
牌
を
作
り
、
肉
親
(
擬
制
「
家
族
」
を
含
む
)
に
拝
ん

で
も
ら
い
、
宗
教
的
職
能
者
等
に
祭
租
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
「
後
な
き
も
の
等
」
本
人
の
願
望
が
実
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

こ
の
願
望
は
肉
親
が
集
う
家
庭
空
間
で
生
ま
れ
る
。
し
か
し
農
民
の
聞
に
は
、
家
庭
空
間
で
は
「
後
な
き
も
の
等
」
を
祭
把
で
き
な

い
、
と
い
う
考
え
も
浸
透
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
冥
婚
(
以
前
は
養
子
制
度
も
)
と
い
う
救
済
策
を
除
き
、
こ
の
願
望
は
家
庭
空

間
で
は
実
現
で
き
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
代
わ
り
に
、
家
庭
空
間
の
役
割
を
補
完
す
る
べ
く
、
こ
の
願
望
の
受
け
皿
と
な

っ
た
の
が
、
嗣
堂
、
神
廟
・
尼
寺
等
、
姑
婆
屋
、
百
姓
公
婆
嗣
等
の
各
非
家
庭
空
間
で
あ
っ
た
。

二
O
世
紀
前
半
の
珠
江
デ
ル
タ
に
お
け
る
死
者
祭
杷
の
諸
空
間
に
つ
き
、
現
時
点
で
判
明
す
る
こ
と
を
表
1
に
整
理
し
た
。

B
非

家
庭
空
間
が
A
家
庭
空
間
や
E
屋
外
空
間
と
対
比
し
て
も
つ
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
、
祭
記
さ
れ
る
者
が
「
百
姓
」
で
あ
り
、
祭
記

す
る
者
が
宗
教
的
職
能
者
で
あ
る
点
が

A
と
異
な
り
、

H
と
共
通
す
る
。
た
だ
し
、

l
a
-
-
b
の
嗣
堂
の
み
は

A
と
共
通
す
る
。

第
二
に
、
位
牌
が
あ
り
、
肉
親
が
拝
む
点
が
A
と
共
通
し
H
と
異
な
る
。
た
だ
し
B
の
場
合
に
、
時
が
経
ち
、
死
者
と
直
接
的
接
触

の
あ
っ
た
肉
親
が
死
亡
す
る
に
つ
れ
て
、
拝
む
頻
度
は
減
り
、
位
牌
管
理
も
お
ろ
そ
か
と
な
り
、
そ
の
死
者
祭
記
は
次
第
に
H
で
お

こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
三
に
、
祭
杷
頻
度
は
、

4
a
百
姓
公
婆
綱
の
月
二
回
の
事
例
し
か
得
て
い
な
い
が
、

H
よ
り
多
く
、

A
と
同
じ
か
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
日
常
的
な
供
物
提
供
を
「
祭
杷
」
の
回
数
と
し
て
数
え
る
か
否
か
等
、
祭
杷
の
定
義
に
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(I)祭絶される者 (2)祭記する者 (3)祭組頻度(4)位牌の有無

(5)参拝者

I 屋内空間

A 家庭空間 (1)被祭記有資格者 (2)祭杷有資格者 (3)不明(4)有 (5)肉親

B 非家庭空間

la綱堂 (1)限定された一部の祖先 (2)宗子・族長 (3)不明 (4)有 (5)族人

lb胸堂 (1)祭組有資格者が消滅した死者、被祭組無資格者(未成人男性)、

未成人男性扱いされた自枕女 (2)宗子・族長 (3)不明(4)有 (5)族人

2 神廟・尼寺等(I)被祭記無資格者(未婚女性・自枕女) (2)宗教的職能者 (3)不明

(4)宥 (5)肉親 d

3 姑婆屋 (I)被祭記無資格者(自流女)(2)宗教的職能者 (3)不明(4)有

(5)擬制的「姉妹」や養女

4a百姓公婆綱 (I)被祭記無資格者(未婚女性・自硫女)と祭施有資格者が消滅した死者

(2)管理人員(宗教的職能者)(3)月2回 (4)有 (5)肉親

4b百姓姑婆洞 (1)被祭把無資格者(自流女)(2)宗教的職能者 (3)不明(4)有

(5)肉親

4c義紀綱 (I)祭杷有資格者が消滅した死者 (2)宗教的職能者 (3)不明(4)有

(5)肉親

E 屋外空間 (1)肉親なき、遺体なき死者 (2)宗教的職能者

(3) 1年あるいは数年に 1回(4)無 (5)無

第5章

つ
い
て
は
課
題
が
残
る
。
以
上
、
地
域
社
会
全
体

と
し
て
は
、
死
す
る
者
や
残
さ
れ
る
肉
親
の
「
情
」

A
で
成
立
し
な
い
死
者
祭
杷
を

B
で
成
立
し
な
い
死
者
祭
杷
を

を
満
た
す
べ
く
、

B
で
お
こ
な
い
、

H
で
お
こ
な
う
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
地

域
社
会
の
単
位
と
し
て
は
、
二

O
世
紀
前
半
の
順

徳
県
の
場
合
、
百
姓
公
婆
嗣
が
所
在
す
る
の
が
龍

江
郷
、
百
姓
姑
婆
綱
・
義
紀
綱
が
所
在
す
る
の
が

裏
海
郷
で
あ
り
、

H
の
屋
外
空
間
の
祭
杷
儀
礼
も

ほ
ぼ
郷
レ
ベ
ル
以
下
で
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
、
郷

を
想
定
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

「
後
な
き
も
の
等
」
は
い
つ
の
時
代
に
も
存
在

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
に
述
べ
た
漢
族
の
死

後
観
そ
の
も
の
が
変
容
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の

死者祭把の諸空間

う
ち
の
家
庭
空
間
に
お
け
る
被
祭
把
資
格
と
祭
杷

資
格
と
が
変
容
し
な
い
か
ぎ
り
、
死
者
本
人
や
肉

親
の
情
は
満
た
さ
れ
ず
、
「
後
な
き
も
の
等
」
を

祭
記
す
る
嗣
堂
や
宗
教
的
職
能
者
と
そ
の
施
設
が

l37 

表1

必
要
に
な
る
。

一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
百
姓
公



婆
嗣
や
百
姓
姑
婆
嗣
・
義
組
綱
の
復
活
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

各
空
間
の
役
割
の
地
域
差
に
つ
い
て
は
、
男
性
に
も
「
後
な
き
も
の
等
」
が
存
在
し
、
そ
の
扱
い
が
地
域
的
に
異
な
る
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
性
差
に
も
と
づ
く
ジ
エ
ン
ダ

l
的
視
点
の
み
な
ら
ず
、
男
女
に
共
通
す
る
、
そ
の
意
味
で
性
差
を
超
え
た
観
点
も
必
要

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
地
域
社
会
が
生
成
し
て
、
漢
族
文
化
を
本
格
的
に
摂
取
し
た
り
、
中
華
帝
国
に
本
格
的
に
参
入
し
た
り
す
る
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時
期
と
そ
の
あ
り
方
の
相
違
が
、
地
域
差
に
影
響
す
る
の
で
は
な
い
か
(
珠
江
デ
ル
タ
農
村
の
場
合
、
宋
元
に
お
け
る
一
定
程
度
の
デ

ル
タ
開
発
を
背
景
に
、
明
初
以
降
に
地
域
社
会
の
生
成
と
、
漢
族
文
化
の
摂
取
お
よ
び
中
華
帝
国
へ
の
参
入
と
が
本
格
化
す
る
。
そ
の
た
め
、

里
甲
制
を
始
め
と
す
る
初
期
明
朝
が
採
用
し
た
儒
教
原
理
主
義
的
性
格
が
、
そ
の
社
会
に
強
く
刻
印
さ
れ
た
)
と
の
仮
説
を
も
つ
が
、
そ
の

詳
細
は
今
後
の
課
題
と
し
た
時
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
一
九
九
八
年
度
の
懐
徳
堂
研
究
助
成
金
(
研
究
課
題
名
「
珠
江
デ
ル
タ
農
村
社
会
史
研
究
」
)
、
お
よ
び
一
九
八
九
j
九

一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
・
海
外
学
術
研
究
(
「
長
江
下
流
デ
ル
タ
の
開
発
と
商
業
化
の
研
究
」
)
、

一
九
人
九
年
度
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団

研
究
助
成
金
(
「
珠
江
・
長
江
デ
ル
タ
開
発
史
の
比
較
研
究
」
)
、

一
九
八
九

1
九
一
年
度
三
菱
財
団
人
文
科
学
研
究
助
成
金
(
「
長
江
・
珠
江
デ

ル
タ
開
発
史
の
比
較
研
究
」
)
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
多
く
の
方
か
ら

援
助
を
得
た
が
、
順
徳
市
龍
江
鎮
の
現
地
調
査
に
同
行
さ
れ
た
広
東
省
社
会
科
学
院
陳
忠
烈
氏
と
、
東
美
晴
氏
の
研
究
を
紹
介
さ
れ
た
プ
l
ル

学
院
大
学
川
井
悟
氏
に
た
い
し
て
は
、
と
く
に
名
を
あ
げ
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
1
)
儒
教
の
死
生
観
と
祖
先
祭
杷
の
基
本
理
念
を
平
明
に
解
説
し
た
も
の
と
し
て
、
加
地
伸
行
『
儒
教
と
は
何
か
』
(
中
公
新
書
、
一
九
九
O
年)、

同
『
沈
黙
の
宗
教
|
|
儒
教
』
(
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
)
が
あ
る
。
た
だ
し
男
系
子
孫
が
断
絶
し
た
場
合
や
女
性
が
未
婚
で
死
亡
し
た
場

合
の
死
者
祭
杷
は
扱
っ
て
い
な
い
。
ま
た
伝
統
家
族
法
に
関
す
る
理
念
・
実
態
両
面
か
ら
の
研
究
と
し
て
、
滋
賀
秀
三
『
中
国
家
族
法
の
原
理
』
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(
創
文
社
、
一
九
九

O
年
第
四
刷
)
が
あ
る
。

(
2
)
理
念
的
に
は
、
祖
先
祭
犯
を
お
こ
な
う
資
格
を
も
つ
の
は
男
系
子
孫
の
み
で
、
妻
は
そ
の
補
助
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
実
態
的
に
は
、

妻
も
資
格
者
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
位
牌
に
つ
い
て
は
、
霊
魂
と
考
え
る
か
、
再
生
儀
式
の
際
に
霊
魂
と
遺
体
を
結
び
つ
け
る
媒
体
と
考
え
る
か
の
異
説
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
は

本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

(
4
)
滋
賀
秀
三
『
中
国
家
族
法
論
』
(
弘
文
堂
、
一
九
五

O
年
)
六
六
頁
。

(
5
)
建
醗
の
際
に
、
家
庭
空
間
で
祖
先
祭
記
を
受
け
て
い
る
死
者
も
杷
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
付
随
的
祭
杷
と
さ
れ
て
い
る
。
建
醗
H

「打

醗
」
に
つ
い
て
は
、
田
仲
一
成
「
中
国
郷
村
祭
和
研
究
』
(
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
)
、
お
よ
び
察
志
祥
『
打
醗
一
香
港
的
節
目
和
地

域
社
曾
」
(
香
港
、
三
聯
書
庖
、
二

0
0
0年
)
参
照
。

(
6
)
当
地
域
の
女
性
は
一
七
j
二
O
歳
の
時
に
、
結
婚
す
る
か
、
自
続
女
に
な
る
か
を
決
め
る
と
い
う
。

(
7
)
車
公
廟
・
仙
娘
廟
に
つ
い
て
は
神
廟
と
推
測
で
き
る
以
外
は
未
詳
。
方
便
所
と
は
、
村
落
外
の
者
に
宿
泊
の
便
宜
を
提
供
す
る
村
落
施
設
で
あ

ZMV

。

(
8
)
「
息
子
」
扱
い
と
い
う
場
合
、
二
で
述
べ
る
よ
う
に
、
成
人
男
性
扱
い
か
、
未
成
人
男
性
扱
い
か
で
位
牌
の
安
置
場
所
が
異
な
る
か
ら
、
「
息
子
」

扱
い
と
い
う
峻
昧
な
比
喰
だ
け
で
は
、
自
統
女
の
社
会
的
地
位
は
必
ず
し
も
明
確
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
自
続
女
は
誓
約
の
儀
式
後
は
一
般
に

成
人
(
つ
ま
り
既
婚
者
)
扱
い
さ
れ
る
と
い
う
説
明

(
ω
g
n
z
a・
u・
芯
)
は
、
自
統
女
を
「
未
婚
の
娘
」
な
い
し
「
息
子
」
扱
い
す
る
と
い
う

説
明
と
矛
盾
す
る
。
自
流
女
は
成
人
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
9
)
先
天
大
道
と
は
、
ト
プ
レ
イ
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
に
広
東
に
浸
透
し
た
白
蓮
教
系
の
民
間
宗
教
結
社
で
あ
る
。
莱
堂
は
先
天
大
道

の
施
設
で
あ
る
。
な
お
ト
プ
レ
イ
は
、
先
天
大
道
が
婚
姻
拒
否
運
動
に
影
響
を
与
え
た
と
の
仮
説
を
提
示
す
る
が
、
先
天
大
道
の
死
後
観
(
霊

の
存
在
有
無
や
死
者
祭
肥
の
あ
り
方
等
)
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
ス
ト
ッ
ヵ

I
ド
や
本
稿
の
検
討
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
当
地
域
に
浸

透
し
て
い
た
死
後
観
は
お
お
む
ね
儒
教
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
婚
姻
に
対
す
る
抵
抗
・
拒
否
の
あ
り
方
を
大
き
く
制
約
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
先
天
大
道
の
死
後
観
を
示
し
、
そ
れ
を
当
地
域
の
死
後
観
と
対
比
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
婚
姻
拒
否
運
動
に
対
す
る

真
の
影
響
度
を
測
定
す
る
の
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
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(
叩
)
妹
仔
と
は
、
生
家
が
貧
困
な
た
め
、
富
裕
な
家
の
家
事
労
働
力
と
し
て
売
ら
れ
る
女
性
を
指
す
。

(
日
)
自
流
女
は
終
生
婚
姻
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
て
お
り
、
ま
た
、
誓
約
後
に
婚
姻
し
た
場
合
に
は
罰
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
婚
姻
の
一
類
型
で
あ
る

冥
婚
が
許
容
さ
れ
る
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
な
い
点
に
不
満
が
残
る
。

(ロ
)
J
g
ι
円
宮
町

g
z
m
Z
3
(
ω
g
n
E
E
一
円
】
・
∞
印
)
は
「
死
者
祭
紀
を
し
て
も
ら
う
」
意
味
ま
で
は
含
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
こ
の
場
合
、
天
折
し
た
女
性
を
そ
の
姉
妹
の
存
命
中
の
夫
と
冥
婚
さ
せ
る
こ
と
が
、
夫
家
側
の
受
け
入
れ
を
容
易
に
す
る
の
で
、
こ
の
組
み
合

わ
せ
が
多
い
と
い
う
。

(
U
)
東
は
、
二

O
世
紀
前
半
の
実
態
を
抽
出
し
た
あ
と
に
、
「
正
統
的
父
系
原
理
が
崩
れ
て
い
る
」
と
結
論
す
る
。
一
九
世
紀
以
前
の
江
南
デ
ル
タ

の
う
ち
、
県
城
・
市
鎮
等
の
都
市
を
除
い
た
、
少
な
く
と
も
農
村
部
に
つ
い
て
は
、
正
統
的
父
系
原
理
が
ど
の
程
度
浸
透
し
て
い
た
か
は
未
解

明
で
あ
る
。
元
来
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
「
崩
れ
て
い
る
」
と
の
結
論
は
や
や
性
急
か
と
思
わ
れ
る
。

(
日
)
未
確
認
で
あ
る
が
、
「
*
門
堂
上
祖
先
之
位
」
の
位
牌
に
は
、
未
婚
の
ま
ま
死
亡
し
た
成
人
男
性
の
も
の
も
含
ま
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
二
参
照
。

(
凶
)
当
地
域
の
自
続
女
の
生
業
は
養
蚕
・
製
糸
業
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
一
九
三

0
年
代
以
降
不
振
に
な
る
と
、
自
枕
女
は
広
州
・
香
港
等
の
都
市

に
出
て
、
富
裕
な
家
の
家
事
労
働
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
州
・
仏
山
・
香
港
か
ら
の
寄
付
は
そ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

(
げ
)
同
治
一
一
(
一
八
七
二
)
年
刊
「
南
海
県
士
山
』
巻
五
、
建
置
略
二
、
嗣
廟
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
南
海
県
に
存
在
す
る
義
紀
綱
と
し
て
三
個
所

を
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
「
郷
」
内
の
跡
継
ぎ
の
な
い
「
男
婦
」
(
成
人
男
性
お
よ
び
そ
の
妻
)
を
杷
る
も
の
、
と
説
明
す
る
。

(
時
)
養
子
を
取
る
資
格
も
成
人
・
未
成
人
で
区
別
さ
れ
て
い
る
。
民
国
二
ニ
(
一
九
二
四
)
年
重
刊
「
(
南
海
県
)
潜
式
典
堂
族
譜
』
巻
一
、
家
規
、

第
七
条
は
、
未
成
人
で
死
亡
し
た
男
性
の
た
め
に
養
子
を
取
る
こ
と
を
原
則
的
に
禁
止
し
て
い
る
。

(
四
)
珍
に
対
す
る
呼
称
の
「
祖
姑
」
と
は
、
厳
密
に
は
黄
姓
の
祖
先
の
範
騰
に
入
ら
な
い
が
、
黄
姓
で
生
ま
れ
、
他
姓
に
嫁
い
だ
女
性
を
指
す
尊
称

で
あ
る
。

(
初
)
史
料
に
は
母
に
関
す
る
言
及
が
な
い
が
、
父
の
遺
屋
を
寄
付
し
て
い
る
の
で
、
母
も
死
亡
し
て
お
り
、
父
の
位
牌
に
一
緒
に
名
が
刻
ま
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

(
幻
)
父
が
遺
し
た
不
動
産
は
家
屋
の
み
で
あ
り
、
農
地
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
家
庭
は
貧
困
の
部
類
に
入
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
族
内
か
ら
養
子
を

取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
神
廟
等
に
位
牌
を
置
く
方
法
も
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
方
法
で
は
、
宗
族
内
に
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お
け
る
社
会
的
地
位
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
沼
)
「
附
食
」
の
語
の
典
拠
と
し
て
、
五
経
の
一
つ
で
あ
る
『
礼
記
』
「
喪
服
小
記
」
の
次
の
文
が
あ
る
(
市
原
亨
吉
・
今
井
清
・
鈴
木
隆
一
『
礼
記

(
中
)
』
全
釈
漢
文
大
系
日
、
集
英
社
、
一
九
七
七
年
、
参
照
)
。
す
な
わ
ち
、
周
代
の
宗
族
の
小
宗
に
お
い
て
、
嫡
長
男
た
る
宗
子
以
外
の
庶

子
は
、
自
己
の
天
折
し
た
男
児
と
自
分
の
兄
弟
で
男
性
子
孫
を
得
ず
に
死
亡
し
た
成
人
男
性
と
を
、
自
ら
が
祭
主
と
な
っ
て
祭
記
し
て
は
い
け

な
い
。
祖
父
の
廓
に
お
い
て
、
宗
子
が
祭
主
と
な
っ
て
祖
父
を
祭
る
際
に
、
こ
れ
ら
の
者
を
鮒
食

(
H
附
食
)
す
る
の
で
あ
る
、
と
。
つ
ま
り

儒
教
古
典
は
、
未
成
人
男
性
と
祭
杷
有
資
格
者
が
断
絶
し
た
成
人
男
性
(
お
よ
び
そ
の
妻
)
と
に
対
す
る
死
者
祭
杷
を
、
祖
廟

(
H
洞
堂
)
に

お
い
て
「
附
食
」
形
式
で
お
こ
な
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
牧
野
巽
「
三
儀
礼
及
び
札
記
に
お
け
る
家
族
と
宗
族
」
(
『
牧
野
巽

著
作
集
第
一
巻
中
国
家
族
研
究
(
上
)
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
九
年
、
所
収
)
一

O
六
頁
、
参
照
。

(
お
)
正
徳
四
(
一
五

O
九
)
年
刊
「
大
明
会
典
」
巻
八
八
、
礼
部
四
七
、
祭
杷
九
、
品
官
家
廟
、
品
宮
享
家
廟
儀
、
陳
設
。
道
光
四
(
一
人
二
四
)

年
刊
『
大
清
通
礼
』
巻
一
七
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
牧
野
巽
「
宗
綱
と
そ
の
発
達
」
(
『
牧
野
巽
著
作
集
第
二
巻
中
国
家
族
研
究
(
下
)
』

御
茶
の
水
書
一
一
房
、
一
九
八

O
年
、
所
収
)
二
四
O
|
二
四
六
頁
、
参
照
。
牧
野
提
供
資
料
に
よ
れ
ば
、
宋
代
の
朱
子
や
程
伊
川
も
、
こ
の
形
態

の
「
附
食
」
を
綱
堂
の
機
能
の
一
つ
に
数
え
て
い
る
。

(
M
A
)

未
成
人
男
性
の
死
者
祭
認
を
「
附
食
」
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
と
し
て
は
、
上
位
世
代
の
父
母
か
同
世
代
の
姉
妹
で
、
私
財
の
あ
る
者
と

な
ろ
う
。
黄
珍
の
兄
広
英
の
場
合
、
父
母
が
貧
困
な
の
で
、
珍
が
お
こ
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
時
系
列
と
し
て
は
、
兄
の
天
折
↓

珍
の
結
婚
↓
父
の
死
↓
「
附
食
」
実
現
、
と
推
移
し
、
兄
の
天
折
か
ら
「
附
食
」
実
現
ま
で
、
か
な
り
の
時
聞
が
経
っ
て
い
る
。
こ
の
問
、
兄

に
対
す
る
死
者
祭
杷
を
、
ど
こ
で
誰
が
お
こ
な
っ
て
い
た
か
が
問
題
に
な
る
。
可
能
性
と
し
て
、
①
位
牌
を
家
庭
の
地
主
神
の
傍
ら
に
置
き
、

父
母
が
祭
記
し
て
い
た
、
②
位
牌
を
嗣
堂
以
外
の
非
家
庭
空
間
に
置
い
て
い
た
、
こ
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(お
)
U
S一色町，

mgZ
が
同
様
の
観
点
を
も
っ
。
ロ
ミ
庄
司

2
5・
5
8・
£
巾

8
5宙
開
。
自
g
s
g
-
岳
町
玄
宮
間
口
吉
田
由
々
、
H
J
・即日一巳
D
H
Y
二
ロ

qE.守

恒
国
民
匂
』
て
町
H
6
K
W
H
D
円一色町民門口』
12
白出門出同氏四』凶作片足町的旨

(UP.口
h
p
m
p
叶，問。叶，出
O

ピ
ロ
白
ロ
門
戸
口
自
己
弘
司
回
口
吋
F
E
u
-
ω
叶t
印
(
)
問
。
口
問
問
。
口
問
一
問
。
口
間

関口ロ問

d.HV.
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